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むつ市議会第２１１回定例会会議録 第２号

平成２４年３月５日（月曜日）午前１０時開議議事日程 第２号

◎諸般の報告

【議案上程、提案理由説明】

第１ 議案第35号 青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体数の増減及び青森県市町村職員

退職手当組合規約の変更について

【議案質疑、委員会付託、一部採決】

第２ 議案第２号 むつ市特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金条例

第３ 議案第３号 むつ市スポーツ推進審議会条例

第４ 議案第４号 むつ市外国語指導員等の給料及び旅費に関する条例の一部を改正する条例

第５ 議案第５号 むつ市税条例の一部を改正する条例

第６ 議案第６号 むつ市公民館条例の一部を改正する条例

第７ 議案第７号 むつ市立図書館設置条例の一部を改正する条例

第８ 議案第８号 むつ市下北自然の家条例の一部を改正する条例

第９ 議案第９号 むつ市介護保険条例の一部を改正する条例

第10 議案第10号 むつ市営住宅条例の一部を改正する条例

第11 議案第11号 むつ市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例

第12 議案第12号 むつ市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例

第13 議案第13号 むつ市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

第14 議案第14号 むつ市消防団条例の一部を改正する条例

第15 議案第15号 むつ市肉牛特別導入事業基金条例を廃止する条例

第16 議案第16号 むつ市大畑町水産物簡易加工処理施設条例及びむつ市大畑町水産物鮮度保持施設条例を

廃止する条例

第17 議案第17号 下北地域広域行政事務組合規約の変更について

第18 議案第18号 青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の減少及び青森県市町村総合事務

組合規約の変更について

第19 議案第19号 むつ市国土利用計画（第４次）について

第20 議案第20号 人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を求めることについて

第21 議案第21号 人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を求めることについて

第22 議案第22号 平成23年度むつ市一般会計補正予算

第23 議案第23号 平成23年度むつ市国民健康保険特別会計補正予算

第24 議案第24号 平成23年度むつ市介護保険特別会計補正予算

第25 議案第25号 平成23年度むつ市下水道事業特別会計補正予算

第26 議案第26号 平成23年度むつ市水道事業会計補正予算
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第27 議案第27号 平成24年度むつ市一般会計予算

第28 議案第28号 平成24年度むつ市国民健康保険特別会計予算

第29 議案第29号 平成24年度むつ市後期高齢者医療特別会計予算

第30 議案第30号 平成24年度むつ市介護保険特別会計予算

第31 議案第31号 平成24年度むつ市下水道事業特別会計予算

第32 議案第32号 平成24年度むつ市公共用地取得事業特別会計予算

第33 議案第33号 平成24年度むつ市魚市場事業特別会計予算

第34 議案第34号 平成24年度むつ市水道事業会計予算

第35 報告第１号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成23年度むつ市一般会計補正予算）

第36 報告第２号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成23年度むつ市一般会計補正予算）

第37 報告第３号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成23年度むつ市一般会計補正予算）

【請願上程、委員会付託】

第38 請願第１号 公的年金の改悪に反対する意見書提出を求める請願

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（山本留義） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は25人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

〇議長（山本留義） 議事に入る前に諸般の報告を

行います。

２月27日、市長から、今定例会に議案１件を追

加提案したい旨の申し入れがあり、同日開催した

議会運営委員会で本日この後上程することが決定

されておりますので、ご報告申し上げます。

以上で諸般の報告を終わります。

〇議長（山本留義） 本日の会議は議事日程第２号

により議事を進めます。

◎日程第１ 議案上程、提案理由説明

〇議長（山本留義） 日程第１ 議案第35号 青森

県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団

体数の増減及び青森県市町村職員退職手当組合規

約の変更についてを議題といたします。

市長から提案理由の説明を求めます。市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） おはようございます。ただ

いま追加上程されました議案第35号 青森県市町

村職員退職手当組合を組織する地方公共団体数の

増減及び青森県市町村職員退職手当組合規約の変

更について、提案理由及び内容の概要をご説明申

し上げ、ご審議の参考に供したいと存じます。

本案は、青森県市町村職員退職手当組合の構成

団体であります公立金木病院組合が解散し、つが

る西北五広域連合が構成団体として新たに加入す

ることに伴い、組合を組織する地方公共団体数を

増減し、組合規約を変更するためのものでありま

す。

以上をもちまして、追加上程されました議案に

ついて、その大要を申し上げましたが、細部につ

きましては、議事の進行に伴いまして、ご質問に

より詳細ご説明申し上げます。

何とぞ慎重ご審議の上、原案どおり御議決賜り

ますようお願い申し上げる次第であります。

〇議長（山本留義） これで、提案理由の説明を終

わります。

ただいま上程されました議案第35号について

は、３月９日に質疑及び委員会付託を行いますの

で、ご了承願います。

◎日程第２～日程第37 議案質疑、委

員会付託、一部採決

◇議案第２号

〇議長（山本留義） 次は、日程第２ 議案第２号

むつ市特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金

条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、12番斉藤

孝昭議員。

〇12番（斉藤孝昭） おはようございます。議案第

２号 むつ市特定防衛施設周辺整備調整交付金事

業基金条例について質疑をさせていただきます。

まず、この交付金は特定の防衛施設がある自治

、 、体に交付されるお金でありまして 近年は並川町

大平町、文京町地区の道路舗装や側溝整備などの

生活環境の改善に使われてきたと思います。それ

をこのたび基金として積み立てることにした理由
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は何かをお知らせください。

また、提案理由では生活環境の整備等を行うた

めとしておりますが、わざわざこの基金をつくっ

てまでやる必要があるのかということをちょっと

疑問に思いましたので、そこのところをお聞かせ

願いたいと思います。

〇議長（山本留義） 財務部長。

〇財務部長（下山益雄） おはようございます。そ

れでは、斉藤議員のお尋ねにお答えいたします。

まず、今まで一般会計で単年度処理をしており

ました交付金を基金として積み立てることにした

理由は何かとのお尋ねでございます。これには３

、 、つの理由がございまして まず１つ目は平成23年

昨年ですが、４月27日の特定防衛施設周辺整備調

整交付金交付要綱の改正に伴いまして、基金の造

成が可能になったということでございます。２つ

目といたしましては、今年度の交付金の総額が、

予算では例年6,000万円程度をベースにして計上

しておるところなのですけれども、４月の１次配

分では4,178万7,000円 11月の２次配分で9,304万、

7,000円、合わせまして１億3,483万4,000円と、

例年に比べますと約２倍以上の増額の交付があっ

たということ。それから、３つ目といたしまして

は、交付金事業の繰り越しが原則として認められ

ていないことから、11月の２次配分が大幅に増額

されますと、例えば増額交付された分を予算措置

するとか、あるいは事業を組み立てて防衛局の事

業のヒアリングを受けますとか、あるいは内示を

受けまして今度は入札をやるとか、入札を終わり

まして業者さんが事業を行うときの工期の確保の

問題とか、そういうもろもろの問題で事業の年度

内完了が困難になるということでございます。し

たがいまして、これらの理由により未執行となる

交付金を基金に積み立て、翌年度以降の事業に充

当することにより円滑な事業の実施が可能となる

ということでございます。

それから、この基金を使って何をするのかとい

うことですけれども、これにつきましては、事業

期間を平成22年度から平成28年度までの７年間の

計画で行ってございます。今議員からご紹介があ

りましたけれども、大平町地区の改良舗装事業の

財源として充当する予定としております。

なお、この交付金を活用した事業等につきまし

ては、これまでも多くの事業を実施しております

が、今年度は平成17年度から継続しております荒

川町地区改良舗装工事、平成22年度から継続して

おります大平町地区改良舗装工事、そして消火栓

設置工事の３事業を実施しております。

また、平成24年度は通常の交付金を財源といた

しまして、むつ運動公園テニスコート改修事業を

する予定としてございます。

以上です。

〇議長（山本留義） これで斉藤孝昭議員の質疑を

終わります。

次に、６番目時睦男議員。

〇６番（目時睦男） ２点にわたってお尋ねをした

いわけでありますが、先ほどの斉藤議員の質疑と

若干重複をいたします。

この提案理由の中の生活環境整備等という表現

をしているわけでありますが、等というのは具体

的にどのような、先ほどの答弁の中で、今年度、

そして平成24年度の整備の内容については説明が

あったわけでありますが、その後の全体的な整備

の計画の中では、どのような事業に対しての整備

をしていくのか、内容をお知らせ願いたい。

２点目は、先ほどの説明でいきますと、積み立

ての期間は７年間というふうなことでお聞きをし

たわけでありますが、その辺についての具体的な

積み立ての期間と年度ごとの積立額について、計

画されている部分があるとすればお知らせを願い

たい。

以上であります。
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〇議長（山本留義） 財務部長。

〇財務部長（下山益雄） 目時議員のお尋ねにお答

えいたします。

まず、防衛施設周辺の生活環境整備等とは具体

的にどのような事業を想定しているかとのお尋ね

でございます。ただいま斉藤議員にもお答え申し

上げたところでございますけれども、生活環境整

備等の規定につきましては、特定防衛施設周辺整

備調整交付金交付要綱の中におきまして、公共用

の施設の整備及び要綱に規定するソフト事業を指

。 、すものとされてございます 当市におきましては

これらの中でも、特に市民生活の向上を図る目的

におきまして、主に道路整備事業あるいは消火栓

新設事業等を想定しておるところでございます。

、 、それから ２点目の基金の積立額を幾ら計画し

どの程度の期間を考えているのかというふうなこ

とでのお尋ねでございます。まず、この基金条例

をご提案いたしましたのは、平成23年４月27日の

その交付要綱の改正に伴い交付金の基金造成が可

能になったということ、それから交付金の総額が

例年に比べて２倍以上の増額になったこと、さら

には原則として交付金事業の繰り越しが認められ

ていないということを先ほども申し上げたところ

でございます。そのために、翌年度の交付金事業

の財源に充当するための措置といたしまして基金

造成するものでございます。したがいまして、こ

の基金への積み立てにつきましては、今年度のよ

うに増額の交付がありまして、それが年度内に事

業化できないといったような場合に単発的に積み

立てを行うということも考えられます。ただ、あ

くまでもその交付金事業は交付金を受けまして計

画的に行っていくということにしてございますの

で、その基金造成そのものをこれから何年間かに

わたって行っていくという趣旨ではございません

ので、ご理解を賜りたいと思います。

〇議長（山本留義） これで目時睦男議員の質疑を

終わります。

次に、18番大瀧次男議員。

〇18番（大瀧次男） 先ほどの斉藤議員、そして目

時議員への答弁で、事業の内容、目的はわかりま

したけれども、その生活環境改善の範囲は、どの

範囲が防衛施設の周辺に当たるかということをお

聞きいたしたいと、このように思います。

〇議長（山本留義） 財務部長。

〇財務部長（下山益雄） 大瀧議員のお尋ねにお答

えいたします。

範囲と申しますか、事業の範囲のことだと思い

ますけれども、これにつきましては交付要綱の中

に規定されておりまして、公共用の施設の整備及

び各種ソフト事業と同一でありまして、そこのと

ころを具体的に申し上げますと、ハード事業とい

たしましては、交通施設及び通信施設、スポーツ

またはレクリエーションに関する施設、環境衛生

施設、教育文化施設、医療施設、社会福祉施設、

消防に関する施設、産業の振興に寄与する施設の

整備ということになってございます。

、 、 、また 一方ソフト事業といたしましては 防災

、 、 、 、住民の生活の安全 防犯等 それから通信 教育

スポーツ及び文化、医療、福祉、環境衛生、産業

の振興、交通、良好な景観の形成と広範な範囲と

なってございますので、ご理解を賜りたいと思い

ます。

〇議長（山本留義） 18番。

〇18番（大瀧次男） それと、あとその基地周辺の

地域の範囲は、このむつ市全体が当たるのか、そ

れとも大湊地区のその基地のある地域のどの辺ま

で、この基金を処分して事業ができるのかという

のを、地域の範囲をちょっとお聞きしたい。

〇議長（山本留義） 財務部長。

〇財務部長（下山益雄） 地域の指定は、むつ市そ

のものが地域というふうなことでの指定でござい

ますので、例えばむつ市の中のどこどこの事業で
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なければならないとかということではないという

ふうに承知してございます。

〇議長（山本留義） これで大瀧次男議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第２号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第２号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第３号

〇議長（山本留義） 次は、日程第３ 議案第３号

むつ市スポーツ推進審議会条例を議題といたしま

す。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、12番斉藤

孝昭議員。

〇12番（斉藤孝昭） この議案は、国のスポーツ基

本法を踏まえての動きだと思いますが、このむつ

市スポーツ推進審議会を立ち上げ市のスポーツ振

興をどのようなプロセスで進めようとしているの

か、お考えをお知らせください。

〇議長（山本留義） 民生部長。

〇民生部長（奥川清次郎） スポーツ推進審議会を

立ち上げることにより市のスポーツ振興をどのよ

うなプロセスで進める予定なのかとのお尋ねでご

ざいますが、本審議会では今後作成予定でござい

ますむつ市スポーツ推進計画について調査、審議

をしていただく予定となってございます。

このスポーツ推進計画を策定するに当たりまし

ては 昨年11月から12月にかけて 市民約4,000人、 、

を対象に市民のスポーツ活動に関するアンケート

調査を行っております。アンケートの結果と、国

で現在策定を進めております国のスポーツ基本計

、 、画を参酌いたしまして 市民の意見が反映された

さらにむつ市独自のスポーツ推進計画をつけ加え

て全体を作成していきたいというふうに考えてお

ります。策定後は、その計画に沿った形でのスポ

ーツ推進計画に努めてまいりたいと考えておりま

す。

参考までに申し上げますけれども、国が策定中

のスポーツ基本計画、先ごろ中央教育審議会のほ

うから国の諮問に対する中間報告がございまし

た。この中では、基本方針として７つの大きな目

的が示されております。例えば子供のスポーツの

機会の充実とか、あと住民が主体的に参加する地

域スポーツの環境の整備とか、さらにはオリンピ

ックで勝てるような選手の育成とか、そのような

項目が７つぐらい示されておりますが、そのうち

、 、むつ市が担う部分 地方が担当するものとしては

当然ながら子供のスポーツ機会の充実、そしてラ

イフステージに応じたスポーツ活動の推進、これ

は生涯スポーツに通じる部分ですけれども、それ

とか住民が主体的に参加する地域スポーツ環境の

整備、これは地域スポーツクラブ、クラブスポー

ツという理念からあるものでございますが、これ

とあとむつ市独自のスポーツといったものをつけ

加えた、そのような形になるのではないかという

ふうに考えておりますので、ご理解を賜りたいと

存じます。

〇議長（山本留義） 12番。

〇12番（斉藤孝昭） 将来どうあるべきかというこ

とは、まだ大まかなところでしか答えられないと

思いますが、スポーツ推進ということになると、

学校教育と深くかかわってきまして、学校教育で

やっている部活動とむつ市がこれから進めていこ

うとしているスポーツ推進とどのようにかかわっ

ていったらいいのかというふうな話もこの審議会

で話し合われていくかと思いますが、行政側とし
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ては学校教育の部活動との関係を、むつ市のスポ

ーツ推進または振興とどのようにかかわっていっ

たらいいのかということを、今もし考えているこ

とがありましたら紹介をお願いしたいと思いま

す。

〇議長（山本留義） 民生部長。

〇民生部長（奥川清次郎） まさに現在国が進めて

いる基本法の理念と申しましょうか、その中では

当然ながら、１つとしては今学校を主体としたス

ポーツクラブが中心になってございますが、それ

を社会のほうに移していこうと、社会体育にシフ

トしていきましょうという大きな理念があるわけ

でございますので、その中で学校のものもすべて

社会体育のほうで賄うとか、そういうふうな完璧

な色分けというのは現在のところまだないような

状況です。学校体育、学校スポーツの部分は、そ

れなりに教育委員会のほうとか社会体育のほうは

現在のところは民生部が担当してございますが、

それをはっきりとどっちにシフトするとかという

ことは、現在の段階ではまだどうのこうのと申し

上げる段階ではないのではないかというふうに思

ってございます。

以上でございます。

〇議長（山本留義） これで斉藤孝昭議員の質疑を

終わります。

次に、15番中村正志議員。

〇15番（中村正志） 斉藤議員と一部重複するかと

思いますが、質疑をさせていただきます。

まず第２条にのっております重要事項とは具体

的にどういうふうなことなのかです。今の答弁に

よりますと、スポーツ推進計画についてというふ

うなことが述べられていましたが、この重要事項

とは具体的にはどういうことなのかということを

お答え願いたいと思います。

また、この審議会が例えば市民からの要望等を

吸い上げることができる審議会なのかどうか、あ

わせてお聞きしたいと思います。

〇議長（山本留義） 民生部長。

〇民生部長（奥川清次郎） スポーツ推進審議会条

例第２条のスポーツ推進に関する重要事項の具体

的な内容についてでございますが、今後策定予定

でございますむつ市スポーツ推進計画及びその他

の例えば市長の諮問に応じて調査、審議すると。

現在のところは、大きな審議事項といたしまして

は、このむつ市が作成を予定してございます市の

スポーツ推進計画ということがございますが、今

後さまざまな段階でこの審議会のご意見を賜る機

会が出てくるものと思っております。

また、市民からの要望を吸い上げることができ

るのかと、このことについてでございますけれど

も、当然ながら審議会の委員にはスポーツ関係の

例えば学識経験者とかスポーツ団体及び関係行政

機関の職員とか、そのほかに一般市民からの公募

ということにつきましても検討してまいりたいと

考えておりますので、審議会審議に当たっては、

広く関係する方々の、市民の皆様のご意見を伺う

ことが可能というふうに考えてございます。

以上でございます。

〇議長（山本留義） 15番。

〇15番（中村正志） スポーツ推進計画と、またそ

の他市長の諮問についてということであります

が、あくまでもこれは市長の諮問に基づいてやる

ということで、この審議会が独自でその力を発揮

するというふうな場面はないという理解でいいの

か。また、特にその他の重要事項といいますと、

市民からはよくハードの面の体育施設の充実とい

ったことが聞かれるのでありますが、そのような

ことも市長のほうが諮問するようなこともあるの

でしょうか。

〇議長（山本留義） 民生部長。

〇民生部長（奥川清次郎） 審議会のほうから問題

提起をして議論を進めることがあるのかというこ
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とでございますが、現在の段階では、この条例の

中では市長の諮問に対して審議を行うというよう

な内容になってございます。将来的な話、仮定の

話というのはできないわけでございますけれど

も、例えばさまざまなハードについての計画物等

が今後できる可能性がございますけれども、場合

によってはそういうもの等についても市長のほう

から諮問される可能性もないとは言えませんの

で、適時適宜対応して審議していただくというこ

とになろうかと思います。

以上でございます。

〇議長（山本留義） これで中村正志議員の質疑を

終わります。

次に、８番佐賀英生議員。

〇８番（佐賀英生） 私は、３条、４条に係る部分

でちょっとお尋ね、そしてお願いを申し上げたい

ところなのですが、今のこの条例に限らず、審議

会のメンバー構成というところについてをちょっ

とお伺いしたいと思います。

審議会、よく学識経験者というわかりやすいよ

うでわかりにくいような文言でいつも処理される

、 、 、 、わけですが 市長 どうでしょう 比較的若い人

年齢層を幅広くその審議委員に取り入れていただ

きたいと思っているのですが、そこのところはい

かがでしょうか。

〇議長（山本留義） 民生部長。

〇民生部長（奥川清次郎） 確かに佐賀議員のおっ

しゃるとおりでございまして、私どもその辺のと

ころは思いを同じくしてございます。

この審議会の委員は、条例で規定してございま

すが、スポーツ関係の学識経験を有する者、そし

てスポーツ団体を代表する者、関係行政機関の職

員、そして市長が適当であると認める者としてお

ります。それぞれの選考に当たっては、当然なが

ら幅広く人選をしてまいるわけでございますか

ら、議員のお話しいただいています年齢につきま

しても、十分その中で組み入れてまいりたいとい

うふうに考えてございます。

以上でございます。

〇議長（山本留義） これで佐賀英生議員の質疑を

終わります。

次に、６番目時睦男議員。

〇６番（目時睦男） ただいまの佐賀議員の質疑と

関連をしますが、この条例の中で、この審議委員

が10名というようなことになっているわけであり

ますが、この10名の内訳が第１号から第４号まで

掲載されております。それぞれの各号の人数につ

いて、例えば学識経験者は何人、スポーツ関係者

は何人とか、こういう人数を10名の中でどのよう

な割り振りというか、考えているのか。選考方法

も含めてお知らせを願いたい。

２つ目は、関連するわけでありますが、第４条

第１項の第２号によりますと、スポーツ団体とい

う表現をしています、スポーツ団体の代表と。法

律の趣旨からしますと、私なりに理解するのは、

スポーツ少年団の代表かなと、このような想定を

するわけでありますが、そのような理解でいいの

かどうか、あわせてお聞きをしたいと思います。

〇議長（山本留義） 民生部長。

〇民生部長（奥川清次郎） お答えいたします。

スポーツ振興審議会条例第４条では、スポーツ

に関する学識経験を有する者、スポーツ関係団体

を代表する者、関係行政機関の職員、市長が適当

であると認める者としてございます。それぞれの

人数につきましては、これは偏ることのないよう

に人選的にも幅広く検討してまいるわけでござい

ますが、今後はスポーツ推進計画の審議に合わせ

て、これは幅広く検討をしてまいりたいというこ

とでございまして、現段階で人数が何人というこ

とは、まだ差し控えさせていただきたいと思いま

す。今後詰めてまいりたいと思います。

また、委員の選考方法でございますけれども、
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これは各団体からの、これは各スポーツ団体を含

めた各種団体がございますけれども、推薦等での

選考を考えております。

次に、第４条第１項第２号、ここで規定するス

ポーツ団体を代表する者、これにつきましては、

スポーツ少年団という単体の団体を示すものでは

ございません。これは、幅広く各種スポーツ団体

が市内にはございますけれども、その団体から人

選を考えているというようなことでございますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） ６番。

〇６番（目時睦男） 10名の委員については、それ

ぞれの各号の人数区分というか、これについては

今後検討というようなことでありますが、いずれ

にしても私なりに理解するのは、この10名のそれ

ぞれの各項目に対する人数という部分について

は、何らかの形で規定しておく必要があるのでは

ないかと、このような考えを持つわけであります

が、例えば要綱の中で規定をするとか、そういう

点について今後具体的な条例にかかわる実施段階

までの間の中で、そのようなことを考えているの

か、再度お聞きをしたいと思います。

それぞれの団体からの推薦というようなことで

あるわけでありますが、その中で具体的なスポー

ツ団体の代表という部分については特定をしない

という、こういうふうなことでありますが、私な

りにこの部分についてもスポーツの推進を図って

いくとすれば、例えば先ほど言いましたが、スポ

ーツ少年団、野球、バスケットとかいろんなこと

を、それをまた振興していくのにどうしていくの

か、運営をどうしていくのかということで、いろ

いろその団体が協議をし、実践をしてきているわ

。 、けであります そういう中での意見という部分が

この審議会の中に反映していくことがよりベター

ではないかというようなことで私なりに考えるわ

けでありますが、例えば特定のスポーツの団体と

いうことになると、そこの部分だけというような

ことで、法律の趣旨からしますと、青少年のスポ

ーツの振興ということがこの中に、法律の中にう

たっておりますから、そういう面でいくと、私は

意見でありますが、スポーツ少年団というのがよ

りベターな団体なのかなというようなことで理解

するわけでありますが、再度説明をお願いしたい

と思います。

〇議長（山本留義） 民生部長。

〇民生部長（奥川清次郎） ２点ほどお尋ねがござ

いましたが、２点とも答弁に集約されるわけでご

ざいますけれども、審議会のそれぞれの代表、人

数を例規で規定するべきではないかというような

ことでございますけれども、これはあくまでも今

後のスポーツ業界、市内のスポーツの社会的繁栄

というのは刻々変化するわけでございます。ある

意味では、その人数を固定してしまうということ

自体が弾力さに欠ける場合もございますので、そ

れは市長の専権事項としてございますけれども、

それをさらに弾力的に進める意味では、その人数

を固定してしまうことが逆の結果を生むことにな

るのではないかと。そのことによって、一部のス

ポーツ団体のみにスポットが注がれるとか、そう

いうことになったら困りますので、この審議会の

メンバーにつきましては、あくまでも弾力性、柔

軟性というものが必要になってくるのではないか

というふうに考えてございます。

以上でございます。

〇議長（山本留義） ６番。

〇６番（目時睦男） 今の部長の説明、ここの部分

については、それぞれ学識経験者は何人とか、ス

ポーツ団体は何人、私は部長が言っている部分に

ついては否定はしないのですが、そこは第４号の

中で、前３号以外の部分については４号の中で、

市長が適当であると認める者と、こういうような

ことでもうたっているわけでありますから、そう
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いうような部分で、ここは、第３号までの部分に

ついては、ある程度やっぱり幅広い意見を審議会

の中に反映していくというスタンスからします

と、ある程度人数の区分という部分については今

後の中で検討していただきたいという要望をして

終わりたいと思います。

〇議長（山本留義） これで目時睦男議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第３号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第３号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第４号

〇議長（山本留義） 次は、日程第４ 議案第４号

むつ市外国語指導員等の給料及び旅費に関する条

例の一部を改正する条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第４号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第４号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第５号

〇議長（山本留義） 次は、日程第５ 議案第５号

むつ市税条例の一部を改正する条例を議題といた

します。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第５号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第５号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第６号

〇議長（山本留義） 次は、日程第６ 議案第６号

むつ市公民館条例の一部を改正する条例を議題と

いたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

。 。ほかに質疑ありませんか 20番佐々木隆徳議員

〇20番（佐々木隆徳） 脇野沢地区の３公民館の閉

館について質疑させていただきます。

統合によりまして閉校となりました３小学校が

地区公民館として現在に至っているわけでありま

すが、閉館後の３校について、現在倉庫として使

用している校舎もあるやに伺っておりますけれど

も、今後どのような形となるのか伺います。

それから、市内には統合によりましてかなりの

数の閉校となった校舎があると伺っております

が、何校、具体的に通告してありませんので、ど

のぐらいの数があるのか、また今後それらについ

てどのような方向づけとなるのか、その点につい

ても伺います。

〇議長（山本留義） 教育部長。

〇教育部長（齋藤秀人） 佐々木隆徳議員の２点ほ

どのお尋ねにお答えいたします。

まず１点目の今回ご提案申し上げました地区公

民館の閉館について今後どのような利用をされる

、 、のかという部分でございますけれども この３館

まず小沢地区館については、校舎、体育館とも教
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育委員会の倉庫として活用する、また活用してい

るという状況でございます。滝山地区館について

は、この校舎、体育館とも脇野沢庁舎の倉庫とし

て活用することになります。九艘泊地区館につい

ては、これまでもそうでございましたけれども、

脇野沢地区の文化財収蔵庫として使わせていただ

くというふうにしてございます。

２点目の市内の閉校になった学校でございます

けれども、現在17校となっていまして、そのうち

一部については活用してございますけれども、ほ

とんどは利用されていないという状況でございま

す。

〇議長（山本留義） 20番。

〇20番（佐々木隆徳） 17校と言えばかなりあるの

ですけれども、見た目で新しいの、古いの、一目

でわかるような形となろうかと思いますけれど

も、今後はもちろん予算の関係もあろうかと思い

ますけれども、解体する方向でいかざるを得ない

、 。と思うのですけれども その点について伺います

〇議長（山本留義） 教育部長。

〇教育部長（齋藤秀人） 閉校になった校舎の部分

でございますけれども、やはり校舎そのものがど

んどん老朽化するという状況でございますし、先

ほど答弁申し上げたとおり、ほとんどが利活用さ

れていない、またはできない状況ということでご

ざいます。ですので、今後は解体する方向では考

えてございます。今年度は、中野沢小学校の校舎

の分については解体を進めたというようなことで

ございますので、今後計画に基づきまして解体に

入らせていただきたいなと思ってございます。

〇議長（山本留義） 20番。

〇20番（佐々木隆徳） 最後に１点、耐用年数は過

ぎても比較的新しい校舎もあろうかと思います。

特に脇野沢地区の場合は、体育館等が比較的新し

い時期に建設されたという流れもありますので、

万が一地区からの例えば使用等があった場合の対

応というのはどうなるか、その点について伺って

終わります。

〇議長（山本留義） 教育部長。

〇教育部長（齋藤秀人） 先ほどの答弁の中で説明

が不足しておりましたけれども、当然利活用して

。 、いる部分もございます 新しい学校といいますか

まだまだ使える学校については利活用もしていく

ことになります。

また、解体の計画に当たりましては、当然地域

とかから何らかのご意見を伺うという形、それで

利活用または存続ということがありましたら、そ

れを参酌いたしまして、教育委員会としても協議

を重ねていきたいなというふうに考えてございま

す。

〇議長（山本留義） これで佐々木隆徳議員の質疑

を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第６号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第６号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第７号

〇議長（山本留義） 次は、日程第７ 議案第７号

むつ市立図書館設置条例の一部を改正する条例を

議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第７号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第７号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、
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総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第８号

〇議長（山本留義） 次は、日程第８ 議案第８号

むつ市下北自然の家条例の一部を改正する条例を

議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、12番斉藤

孝昭議員。

〇12番（斉藤孝昭） この議案は、下北自然の家の

管理運営を指定管理制度にするというふうな議案

と、あわせてその使用料、使用時間を改正または

訂正するということであります。料金、使用時間

については別に疑義はないものの、下北自然の家

を指定管理者制度にするということに何点か質疑

をさせていただきます。

まず、この下北自然の家が指定管理になること

のメリットをお知らせ願いたいと思います。

また、この施設は現在生涯学習や自然体験型の

社会教育プログラムによって大変好評と聞いてお

りますが、このプログラムを担当しているのが県

教育委員会から派遣されている教員２名でありま

す。そこで、この施設に指定管理者制度を導入し

た場合に、この生涯学習や社会教育などの指導や

助言はだれが行うのかお知らせ願いたいと思いま

す。

３点目は、メリットと少しかぶるところがある

かもわかりませんが、現在むつ市教育振興会がこ

の施設の管理業務を委託されておりますが、むつ

市教育振興会への業務委託と、むつ市教育振興会

が指定管理者となった場合、何が変わるのかお知

らせください。

〇議長（山本留義） 教育部長。

〇教育部長（齋藤秀人） 斉藤議員の３点ほどのお

尋ねにお答えいたします。

まず１点目の下北自然の家が指定管理になるこ

とのメリットは何かについてでございます。下北

、 、自然の家は 平成20年度に青森県から移譲を受け

４年にわたり運営してございます。現在の運営体

制は、事務部門と研修部門は一部の補助的業務を

除き直営で行ってございます。施設の管理及び食

堂の運営については、業務委託により実施してご

ざいます。しかし、運営の根幹をなす研修部門に

当たりましては、自然体験学習に専門的な知識を

必要とし、長期的な視野に立った継続的な人材育

成が必要であります。これを一般行政職等を配置

し直営で行うには、３年から５年の間に異動が伴

うなどの人事管理面から非常に困難が生じること

となります。さらに、活動プログラムの実施上の

安全面を考慮いたしまして、一部のプログラムに

おいては組織的、計画的な人員配置が効率的に行

える体制が必要となってございます。

また、下北自然の家では直営職員と委託業務職

員が混在して業務に当たってございまして、相互

の連携が必要にもかかわらず、労働者派遣事業の

適正な運営の確保及び派遣労働者の就業条件の整

備等に関する法律によりまして、業務委託職員は

直営職員の指揮命令系統に含めることができませ

ん。独自の指揮命令系統での業務実施となること

から、相互の連携に支障が生じる等の問題点が上

げられます。これらを解消するには、民間活力を

導入しまして一体的な管理運営を行うことによ

り、活動プログラムに応じた効率的な人員配置を

行えるほか、専門的な知識の継続的な習得に組織

を挙げて取り組むことが可能となり、ひいては下

北自然の家の施設機能の向上に資するとともに、

管理運営経費の縮減に貢献するものと考えられる

ことがメリットでございます。

次に、生涯学習や社会教育などの指導や助言に

ついてでございますけれども、指定管理者制度を

導入した場合については、集団宿泊生活、野外活

動、自然観察等の指導、助言は指定管理者が行う
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こととなります。現在もそのような対応をしてご

ざいますが、例えば昆虫採集、標本づくりなどの

専門的な知識を必要とするものについては、外部

からの講師を招聘し対応することとなるものと考

えております。

３点目の業務委託と指定管理についてのお尋ね

におえいたします。業務委託については、その請

負の範囲内で責任を有することとなりますが、指

定管理者になりますと、行政処分の一部の権限も

有することになり、すべての施設運営について自

己の権限と責任において市にかわって行うことに

なります。この意味におきましては、指定管理者

の運営方針によっていかようにも施設の機能向

上、利用拡大等の施策が実施できるということに

なります。業務委託については、先ほどのご説明

のとおり、委託の部分においてだけ業務を行うと

なりますので、その辺が大分違ってくるのかなと

思ってございます。

〇議長（山本留義） 12番。

〇12番（斉藤孝昭） 青森県が下北少年自然の家を

廃止すると提案してから、市長はせっかくの社会

教育の施設なので存続させたいということであり

まして、当然私どももそれに賛同して今の形にな

っております。今の部長の話でいくと、経費の節

減からというふうなことの要素もあるといいなが

ら、やはり生涯学習とか社会教育の比重が高いと

いうふうな答えをしておりました。であれば、果

たして指定管理者制度を導入していい施設なのか

というふうな検討をもう少し時間をかけてするべ

きだと私は思っています。

そこで１つだけ再質問させていただくと、現在

学校の先生２名、しかも社会教育主事という特別

の免許を持った方がお手伝いをされていると聞い

ておりますが、学校の先生たちが引き揚げた後、

その管理委託する会社の方に社会教育主事の免許

を持った方がいないとだめなのかどうなのか。い

ないとだめだというふうになると、その免許はど

ういうふうにして取得させ、そして運営に当たら

せるのか、お考えをお聞かせください。

〇議長（山本留義） 教育部長。

〇教育部長（齋藤秀人） 社会教育主事等の資格の

部分でございます。これが指定管理になった場合

どうなるのかという部分でございますけれども、

今考えていることについては、社会教育主事の部

分については、非常に人材を確保するのが難しい

のではないかと思ってございます。これについて

は、今斉藤議員お尋ねのとおり、県からの派遣を

３年していただきました。今般同じ県の職員でご

ざいますけれども、市の任用がえという部分にお

いて２名を任用してございまして、これが平成

24年度は１名、平成25年度はなくなるという部分

において、県との申し合わせができていることに

なります。ですので、この部分については急を要

する部分がございます。しかしながら、これを指

定管理者においても民間に求めるということにつ

いては、県の派遣の難しさ、やはりそういうふう

な資格を持った人をなかなか県においても確保で

きていないという部分が一つの理由かなという部

分は聞いてございます。それを踏まえますと、民

間でもそのような資格を持った方というのをすぐ

、 、求めるのは難しいかなと思いますので やはり今

例えばですけれども、レクリエーションとか、そ

れから野営の指導員、インストラクター的なとい

う部分に、そういうふうなところについて専門的

な民間の方、この下北自然の家の活動プログラム

、 、がございますが それに応じたものができる方を

その資格といいますか、指定管理者の人材の部分

においては取り込みたいなというふうに考えてご

ざいます。

〇議長（山本留義） 12番。

〇12番（斉藤孝昭） 繰り返しますが、この下北自

然の家については、やはり行政がもっと深くかか
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わっていくべきだと思います。確かに経費節減の

折、建物の維持管理は指定管理という形でもいい

かもわかりません。しかしながら、重要なのは相

手が人ということで、やはりそう簡単に経費節減

だからというふうな理由だけで方向性を決めるの

はいかがなものかというふうなこともありまし

て、もうちょっと時間をかけたらいいのではない

かと、体制が整うまでもう少しいろんな議論をし

たほうがいいのではないかというふうなことを私

は考えていますが、教育委員会はどういうふうに

お考えなのかお知らせ願います。

〇議長（山本留義） 教育部長。

〇教育部長（齋藤秀人） 先ほどの答弁と重複いた

しますけれども、やはり今現在人材を育成する部

分においては非常に苦慮しているという部分がご

ざいます。そのうえでその指定管理というのを盛

り込んだ条例といたしました。

今後その条例案が御議決いただいたうえにおい

ては、まず指定管理に当たっての、内部でござい

ますけれども、検討会をつくります。その検討会

では、この施設が指定管理をするものであるかど

うかというふうなものも含めた形の検討をしてい

きたいと思います。その部分において、十分な検

討を重ねたうえにおいて、議員がおっしゃる時間

をかけた十分な検討を加えた形の中で進めてまい

りたいなと思ってございます。

〇議長（山本留義） これで斉藤孝昭議員の質疑を

終わります。

次に、６番目時睦男議員。

〇６番（目時睦男） ３点にわたってお尋ねいたし

ます。

、 、１つは 全体的には使用料の関係でありますが

条文を見る中で、私なりに理解をしたのは、宿泊

室及びリーダー室の使用料でありますが、従来は

市内の未就学児から高校生までが無料でありまし

た。それが今回の改正によって施設及び学校行事

での利用以外は有料にするという、このようなこ

とで使用料についても規定をしているわけであり

ます。この理由について、私の理解が、条例の改

正の理解がそのようなことでいいのかも含めて、

有料にするというふうなことの理由をお知らせ願

いたい。

２つ目は、関連するわけでありますが、プレー

ホールの使用料、これについては従来は貸し切り

での使用の場合のみが有料であって、研修室の使

用料は無料であったわけでありますが、この条例

改正によって今後は施設及び学校行事での利用以

外は使用事由にかかわらず有料にすると、このよ

うなことで理解をするわけであります。これにつ

いても理由をお聞きしたい。

関連するわけでありますが、別表第２項で「市

内の学校等が在学者等学習活動に使用する場合

は、無料とする」というようなことで、この備考

の中でうたっているわけでありますが、学校等と

いう、この等というのはどのような団体なり組織

を指しているのか、あわせてお聞きをしたいと思

います。

以上です。

〇議長（山本留義） 教育部長。

〇教育部長（齋藤秀人） 目時議員の３点のお尋ね

にお答えいたします。

まず１点目の下北自然の家の使用料についての

お尋ねにお答えいたします。下北自然の家の当初

の料金設定の考え方については、市が運営するこ

、 、ととなることから 宿泊室の利用については市内

市外の区分を設けて、市内の小・中・高校生につ

いては無料とし、市外の小・中・高校生と一般に

ついてはある程度の負担をお願いするということ

としておりました。

また、研修室等の利用については、プレーホー

ルの使用のみ料金を設定したものでありますが、

県から移譲を受けて４年を経過することとなり、
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使用実態に応じた使用料の設定が必要との判断か

ら、今回改定をお願いするということになったも

のでございます。

これまでの料金設定で不都合を生じておりまし

たのは、市外、市の外に居住しながら、市内、む

つ市内の小・中・高等学校に通学している者の取

。 、り扱いがありました 同じ学校行事にありまして

厳密に言うと、無料と有料が存在するということ

になります。また、引率教師についても有料とな

ります。また、サークル、各種団体の利用につい

ては、市内のみならずむつ市を含む郡内を対象と

したものが多く存在してございまして、市内と市

外の区別が難しいという問題が生じておりまし

た。これらのことから、今回の改定に当たりまし

ては、市内の学校、幼稚園、保育所に在学してい

る、また入所している者を対象とした野外活動、

体育、レクリエーション、自然観察その他の自然

に親しむ学習活動に使用する場合は、宿泊室及び

研修室等の使用料を無料としまして、そのほかの

者については、実際の使用に伴う電気料、暖房料

等の実費分を負担していただくということにした

ものでございます。

２点目の研修室の使用料についてでございます

けれども、市外の小・中・高等学校、その他の団

体が使用しても無料となっております。その費用

をむつ市民が負担するという状況になることか

ら、新たに使用料を設けることとしたものであり

ます。

なお、サークル、各種団体の利用については、

先ほど申し上げたとおり、市内、市外の区分が難

しいという問題がありますので、学校等が体験学

習に使用する以外は電気料、暖房料の実費分を負

担していただくとしたものでございます。

３点目の別表第２項の学校等の等とは何を指す

のかということでございますけれども、別表第１

項の備考１に略称規定を設けてありまして、学校

教育法第１条に規定する学校及び児童福祉法第７

条第１項に規定する児童福祉施設が該当します。

具体的には、小学校、中学校、高等学校、中等教

育学校、特別支援学校、幼稚園、保育所及び児童

館ということになっております。

以上でございます。

〇議長（山本留義） ６番。

〇６番（目時睦男） 今の部長の説明で私疑問に思

うのは、各種団体なり学校以外のところが、市内

の団体なのか、市外なのか確定が困難だと。違い

。 、ますか 有料ということで理解をするわけですが

例えばこれまでの使用実績の中であろうかと思い

ますが、一つの例ですが、町内の子ども会の組織

がある。例えば何々町内子ども会が親も引率をし

ながら宿泊していろんな体験をしていく。こうい

うような場合に、従来は無料なのです。今回の条

例の改正によると、私の理解ですと、学校以外の

団体でありますから有料と、このようなことで理

解をするわけですが、仮にそういう条例の中身だ

とすれば、私はこの指定管理を導入するに当たっ

ての条例の制定ということの大きな形の中でいく

と、使用料についても、これは利用者の負担が増

していくと、こういうふうなことに若干疑義を持

つのですが、私はそういう意味で、使用料につい

ては従来の実態に即して、これは条例を制定する

のが至当ではないかと、このような認識をするの

ですが、その点について再度お聞きをしたいと思

います。

〇議長（山本留義） 教育部長。

（ ） 、 、〇教育部長 齋藤秀人 目時議員のお尋ね 市内

市外のとらえ方の部分でございますけれども、私

、 、の説明では 市内の学校に在学する児童・生徒が

実を言いますと他管から、むつ市外から在籍して

いる生徒がいるという部分です。現在の条例によ

りますと、この市外の子供たちまたは引率教師に

ついては有料となります。その部分において、な
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かなか確認といいますか、申請に当たって全員の

住所といいますか、所在地といいますか、そうい

うところを提出といいますか、その申請に当たっ

て、その審査のうえで、この部分は無料、この部

分は有料というふうなふぐあいといいますか、そ

ういうようなものが出てきているということか

ら、今回市外の児童・生徒に関しては、その市内

の学校というくくりにして、決してそこにおいて

不平等が生じないような形にしております。ただ

し、サークル等に関しては、同じような形でござ

、 。いますけれども やはり市外の方も入っていると

例えばむつ市の団体であっても、中には、育成団

体においては市外の方、市外の子供たちも入って

いる、または引率の親御さん等も入ってきている

という部分の実態もございまして、市の施設なの

で、使用料については、やはり市内の方の使う部

分については原則無料、市外の方については有料

という考え方を持ち込んだというところでござい

ます。

〇議長（山本留義） ６番。

〇６番（目時睦男） 今部長の説明で、理解できた

ような理解できないような。端的に聞きますが、

先ほど言った例の市内の何々町内の子ども会が利

用をしたという場合には有料になるのですか、無

料ですか。私は、従来は無料だと。このことが、

この条例改正については有料になるという理解を

するのですが。

それで意見ですが、３回目ですから、その改正

案が有料だとすれば、それは前に戻して無料で負

担をかけないという、そういうふうにするべきだ

ということで申し上げているのですが、再度お願

いします。

〇議長（山本留義） 教育部長。

〇教育部長（齋藤秀人） 今の子ども会の部分につ

いて、今条例を提案している部分については、今

後電気料、暖房料に関しては使用料としていただ

くということになるということでございます。

〇議長（山本留義） これで目時睦男議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。13番濵田栄子議員。

〇13番（濵田栄子） 今下北自然の家の指定管理に

ついて議論しているところですけれども、昨年の

３月11日、この下北自然の家、避難所として大き

。 、 、な役割を果たしてくれました 赤川 木野部地域

そして一部通行どめになり、周辺の町村の皆さん

も下北自然の家に避難されましたので、直営で運

営するか、指定管理になるかはこれからの議論に

なりますけれども、どちらにいたしましても、避

難所としての機能をきちんと維持していただくよ

うにお願いしたいと思います。ご答弁お願いしま

す。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（伊藤道郎） 下北自然の家の避難

所として機能をきちんとしていただきたいという

。 、ようなことでございます 議員おっしゃるとおり

3.11のときには、大分市民の方が行ったというよ

うなことで、その辺の部分につきましてはきちん

と対応していきたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。

〇議長（山本留義） これで濵田栄子議員の質疑を

終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第８号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第８号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第９号

〇議長（山本留義） 次は、日程第９ 議案第９号
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むつ市介護保険条例の一部を改正する条例を議題

といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、15番中村

正志議員。

〇15番（中村正志） このたびの改正は、増額の改

定ということでございますが、今後３年間の介護

給付費の伸びを見込んでの保険料率の改正だとは

思うのでありますが、この見込んだ額について、

今後の利用者の増加でありますとか、高齢化率の

上昇でありますとか、要介護度の上昇であります

とか、また施設基盤の整備などそれぞれあると思

うのですが、それぞれをどの程度見込んでの今回

の改定なのかお聞きしたいと思います。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（松尾秀一） 中村議員のお尋ねに

お答えします。

議員ご指摘のとおり、保険料率の改正につきま

しては、今後３年間の介護保険料の伸びを見込ん

で本定例会にご提案いたしました。

まず、保険料率の改定に当たりましては、平成

24年度から平成26年度までの３年間の介護給付費

に第１号被保険者、いわゆる65歳以上ですが、の

負担分である法定の21％を掛けまして、各年度の

所得段階別保険料を割り出しております。

次に、利用者の増加につきましては、施設の基

盤整備や認定者数の増加等を考慮し、各種サービ

スごとに給付費を見込んでおります。

また、高齢化率につきましては、平成23年12月

28日現在の数字でございますが、24.68％となっ

ております。

一方、認定者数が増加し、重度化も加速してい

ることから、これまでの構成比、伸び率などを用

いた結果、平成24年度は3,344名、平成25年度は

3,407名、平成26年度は3,628名と推計いたしてお

ります。

また、施設基盤整備につきましては、特別養護

老人ホームが36床、定員29名以下の小規模特別養

護老人ホームが38床で、短期入所生活介護、いわ

ゆるショートステイが16床の合計90床分の整備を

予定しております。したがいまして、以上ご説明

いたしましたさまざまなデータを総合的に勘案い

たしまして、今回の介護保険料率の改正に至った

ものであります。

結果的には、第５期介護保険料率の基準月額は

5,800円となり、平成23年度の介護保険料率の基

準額5,100円と比較いたしますと 率にして13.7％、

の上昇となったものであります。

また、今回の介護保険料の引き上げの要因につ

きましては、第１号被保険者の負担率が20％から

21％へと１％上昇したこと、また前段でもご説明

いたしました90床分の基盤整備、さらには過去５

年間の給付費の自然増５％と平成24年度介護報酬

の改定に伴う1.2％の改定率がその要因として挙

げられます。

その一方で、介護保険料を抑制するために平成

12年度から平成20年度まで、市から県へ拠出して

きた原資の一部でもあります青森県介護保険財政

安定化基金特例交付金約3,000万円の交付を受け

るとともに、むつ市としても介護保険財政調整基

金の最終残高と見込まれる約6,000万円を全額取

り崩すなど、一定の抑制措置を講じております。

いずれにいたしましても、介護給付がふえます

と、介護保険料に反映するという現行の介護保険

制度のルールにおいて最善を尽くした結果であり

ますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） 15番。

〇15番（中村正志） 今の説明は理解する点はあり

ますが、サービスの内容等が充実しているという

、 、ことは これは非常にいいことだと思うのですが

この議案で聞くことなのかどうか、ちょっと私今

悩んでいますけれども、この介護保険導入時の理
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念といいますか、目的からだんだんとずれてきて

いるような気がしております。導入時は医療費の

削減でありますとか、要介護度が上がっていかな

いためにこれやるのだよというふうなことがあっ

たと思うのですが、現状がそれに即していないと

いうふうな気がしております。これをここで聞け

るのかどうかはわかりませんけれども、どうなの

でしょうか、市長に聞いてお答えできるのかわか

りませんが、この導入時の理念から大分離れてき

ている面があるということと、どんどん改定のた

びに負担がふえていくということ、これは市民に

とって非常に負担で大変なことだと思うのです

が、聞き方が難しいのですが、このことにつきま

して、今後介護保険制度を運営していく市として

何か対策といいましょうか、考えがありましたら

一言お話を聞きたいと思います。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下順一郎） この介護保険制度導入時の

理念というふうなことといささか変わってきてい

るのではないかというふうな全体的なお尋ねでご

ざいますけれども、今回5,100円から5,800円とい

うふうな 率にいたしまして この部分では13.7％、 、

というふうな上昇、この上昇を極力抑えるべく努

力をいたしたところであります。つまり財調が

6,000万円、これを幾らかでも残したいと、今後

どういうふうな形でその施設の整備、この部分が

あるわけでございますので、そういうふうなこと

も考えながら、何とか残そうではないかというふ

うなまずスタートから、そしてできるだけ極力こ

れを、保険料を抑えようというふうな基本的なス

タンスの中で、この部分で我々は検討し、また審

議会のほうにもご審議をいただいた結果であるわ

けでございます。

この介護保険制度、自分のことになりますけれ

ども、非常にこの部分においては、もしこの介護

保険制度がなかりせばというふうなこと、こうい

うふうなところで、サービスの部分で、私の経験

からいたしますと、非常に助かったなというふう

な、助けていただいた、そういうふうな制度であ

るというふうな認識は持っております。しかしな

がら、この部分で導入の際には、この制度は走り

ながら考えていこうというふうな、何かそういう

ふうな考え方があったみたいでございまして、そ

の中で介護者数がどんどん、どんどんふえてくる

と。それを施設にゆだねるというふうな考え、そ

れではどんどん、どんどん介護保険料が高くなっ

てくるから、それを抑えるために、また国では今

度は在宅のほうにというふうな、そういうふうな

動きになっている。そういうふうな中で、まだま

だこれからこの介護保険制度というのはもっとも

っと介護を受ける方々の人数がふえてくるわけで

ございますので、この部分の負担を自治体のほう

に任せて、それぞれ格差があるわけですから、そ

ういうふうな形の中で進めていっていいのかとい

うふうな国民的な議論が、これはなされていかな

ければいけないのではないかなと、私はそういう

ふうに思います。

そういう意味からして、極力現在の基準額であ

ります5,100円から抑えたいと。5,100円から

5,800円、上昇が13.7％でありますけれども、そ

の部分は極力抑えたい。しかしながら、財調が

6,000万円、これも何とか持ちこたえたいという

ふうな思いがしましたけれども、取り崩さざるを

得なかったと。

では、仮に他の自治体で行っております県の財

政安定化基金からの借り入れ、そういうふうなこ

とをして抑えるというふうな手法もありましょう

けれども、それはまた次の期のときに負担として

押し寄せてくると。こういうふうなところを非常

にさまざまな方面から検討を重ねた結果、このよ

うな形で上程をさせていただいたというふうなこ

と。この介護保険制度について、国民的な議論、
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これをやはりしていかなければいけないなと、こ

ういうふうに思いますけれども、その中でこの介

護保険制度の中で、私は自らの母親を介護しても

らう場面では、さまざまな部分でこんなに行き届

いたサービスが受けられるのかというふうなこと

を、その制度に対しては感謝をしているというふ

うなことも申し添えさせていただきたいと、この

ように思います。

〇議長（山本留義） これで中村正志議員の質疑を

終わります。

次に、３番工藤孝夫議員。

〇３番（工藤孝夫） 重複する部分は除いて、何点

かについてお尋ねいたします。

まず１点は、改定率はわかりました。対象人数

と総額について、改めてお聞きいたします。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（松尾秀一） お答えいたします。

対象となります第１号被保険者については、平

成24年度が１万6,185名、平成25年度が１万

6,489名、平成26年度が１万7,046名と見込んでお

ります。

また、保険給付費と地域支援事業費を合わせた

３年間の給付総額は163億4,947万7,545円と見込

んでおります。

以上でございます。

〇議長（山本留義） ３番。

〇３番（工藤孝夫） 議案第30号のほうでも出てく

るのですけれども、ついででありますので、お尋

ねいたします。

この介護保険料の減免制度については、私ども

たびたび提言もし、指摘もしてきたところであり

ますけれども、この減免の内容では低所得者、あ

るいは無年金者というのは余り救われないので

す。これまでもお願いしてきたところであります

けれども、この減免内容の中に市長が特に認める

ときということで１項目入れるべきだと私どもは

思っておりますけれども、これについて市長の所

見をお尋ねいたします。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（松尾秀一） お答えいたします。

市長が特に認める者を１項設けるべきではない

かというお尋ねの趣旨かと思いますけれども、法

的に見ますと、いわゆる上乗せ条例、横出し条例

というふうなことになりますが、実はそれを行使

してしまえば、いわゆる一般の市民生活のサービ

スの低下が懸念されるという場面も想定されま

す。ましてやことしのように豪雪になりますと、

そこの部分で予算を投資しなければならないとい

う場面もございます。

またもう一つは、先ほど市長からも若干触れま

したが、例えば介護給付が不足して県の財政安定

化基金から借り入れをした場合、そのいわゆる今

言った横出し条例、上乗せ条例の部分については

借り入れの対象外になるというふうな不利益な部

分もございます。といいますのは、県の財政安定

化基金というのは、県内の各自治体の構成市町村

からの拠出でもって賄われておりますので、そこ

の部分でやはり特定の自治体の条例の部分につい

てだけ特化して貸し付けするというのは、やはり

不公平感を生ずるという考え方もありますから、

そういう意味での不利益もあるというふうなこと

ですので、あくまでも特別会計、いわゆる相互扶

助の精神のもとで独立会計という意味合いもござ

いますので、そこの部分で会計を適正に運営して

いくというのが筋かと思います。

以上でございます。

〇議長（山本留義） ３番。

〇３番（工藤孝夫） 県の財政安定化基金が出まし

たので、あえてお尋ねいたしますけれども、国の

ほうでは財政安定化基金を取り崩していいという

通達があったはずでありますけれども、それはど

のような扱いになっておりますか。
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それからまた、現在県のほうからこの財政安定

化基金のほう、これは来ているのか来ていないの

か、この点をお尋ねします。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（松尾秀一） 先ほど中村議員のご

質疑の中でも若干触れたかと思いますが、実は今

回約3,000万円が県の介護保険財政安定化基金特

例交付金という形で、平成24年度限りというふう

な限定ですけれども、交付を受けております。

以上でございます。

〇議長（山本留義） これで工藤孝夫議員の質疑を

終わります。

次に、６番目時睦男議員。

〇６番（目時睦男） 先ほどの中村議員の質疑と重

複しておりまして、内容について理解をしました

ので、取り下げをいたします。

〇議長（山本留義） これで目時睦男議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。２番横垣成年議員。

〇２番（横垣成年） 私は今まで一般質問をしなが

ら、この介護保険料は値上げをするべきでないと

いうのを何度も主張してまいりましたが、このた

びこういう値上げになって本当に残念でありま

す。

そこで市長にお聞きしたいのですが、やっぱり

こういう値上げを市民に負担をかけるということ

について、まず市長はどういうふうにお考えにな

っているのかお聞きしたいと思います。

それと、私の知り合いで年金が一月１万

5,000円、１年間にすると18万円、こういう方に

対しても今回最低限が第１号、第２号になるので

すか、３万600円が３万4,800円ということで

4,200円の値上げを求めるのです。年金がたった

18万円しかない人でも4,200円。こういう方の

100円、200円、4,200円。100円でも大変な負担、

そういう収入の方に今回は4,200円も負担を求め

ていくということについても市長はどのように考

えるのかをちょっとお伺いしたいと思います。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 先ほど中村議員のご質疑に

お答えをしたわけでございますけれども、できる

だけ負担は何としてもふやしたくないというふう

な基本線はお話をしたとおりでございます。しか

しながら待機者等々の方々、これは施設を充実し

てくれというふうなことも横垣議員からもさまざ

まこれまでお話がございました。その部分におい

ては、施設を充実、そして待機者をできるだけ少

なくしていこうというふうなためには、やはりそ

れを資金の部分でどうしていくのかというふうな

ところ、こういうふうなところの狭間に立って非

常に苦しんだ結果でございます。財調も残してお

きたかった、しかしながら財調もこれ取り崩さざ

るを得ない、そういうふうな形。そしてまた県の

介護保険財政安定化基金特例交付金、3,000万円

来るというふうなことでございますけれども、平

成24年度しかないと、こういうふうな状況。非常

に心苦しいというふうな気持ちは私は十分持って

おります。しかしながら何としてもこの部分では

施設を充実していかなければいけない。90床プラ

スというふうなこと、それにもこたえて、要望が

かなり強うございます。その部分についても対応

していかなければいけない。そういうふうなとこ

ろで、極力抑えたいというふうな形の中でこの結

果になったということでご理解をいただきたい

と、このように思います。

年金が18万円の方、この部分についてはどうい

うふうな減免措置があるのかというふうな部分、

ちょっとその部分については、担当からお答えを

させます。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（松尾秀一） 市長答弁に補足いた
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します。

いわゆる無年金者や低所得者に対する救済対応

ということでございますが、法的には災害とか著

しい収入の減少等により生計を維持する方に事情

が発生した場合につきましては、申請に基づき保

険料の徴収猶予や減免を行うこととなっておりま

すし、また例えば生活保護の受給者の場合につい

ては、既に扶助費に加えまして介護保険料分が加

算された、いわゆる公費でもって既に負担してお

るという状況もございます。

また、利用料につきましては、段階に応じて１

カ月の利用者負担額が限度額を超えた場合の高額

介護サービス費の支給や食費、居住費の減額など

の形で配慮をしておりますので、これらについて

も一層の周知、広報等を図りながら、一定の軽減

措置を講じてまいりたいと考えておりますので、

ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） 端的にちょっとお答えしても

らいたいのですが、先ほど具体的に出しました年

金18万円の方が救われるのかどうかというのをま

ずはっきり答えてもらいたいと思います。今の説

明だと、私は救われないかなと、何も減免だとか

軽減してもらうとか、そういうふうな対象にはな

らないなというふうに私は聞こえましたけれど

も、そこのところ、救われるのかどうかというの

をまず最初にお聞きしたいと思います。

それと、市長にお聞きしたいのですが、先ほど

工藤議員からも出しましたけれども、こういうふ

、うに本当に収入の少ない方からでも３万4,800円

こういう金額を徴収する。18万円の年金の方は、

もう残り14万幾らにしかならない。18万円でさえ

も生活は成り立ちませんけれども。それからさら

に３万4,800円取られるわけですから、私はぜひ

とも市長には、先ほど工藤議員のほうからも提案

がありましたけれども、やっぱり市長が特に認め

る者という１項を設けて、こういう低所得者の方

はそう数多くいるとは思われません。

実際大阪府の自治体はかなりの数、独自の減免

制度をつくっているのですが、実際そういうふう

に減免の対象になった方は、柏原市でもたった

26人ぐらいしかいなくて、年間で26万5,272円、

こういう予算があれば可能なのです。あと池田市

なんかは18人、20万8,574円というふうに、そう

大きい予算が必要なわけないのです。ですから、

ぜひそういう１項を設けて、こういう年金18万円

しかない方の救済を私はこれからやっぱり検討し

ていかなければならないと思います。

これ以上もう介護保険料を引き上げしないとい

うふうな予想であればいいけれども、流れだと、

何かまだまだ上がっていくような雰囲気がありま

す。もうこれ以上上がったら、年金18万円はそれ

こそ全部介護保険に取られるような時代になるか

もしれません。そうなれば大変です。

ということですから、国のほうではそういう方

は必ず生活保護にシフトするだろうという前提で

何か組み立てているみたいですが、なかなかそう

はいかないのです。やっぱり息子さんと一緒に暮

らしているとか、そうなれば全然救われないので

。 。す そういう方は生活保護に移行できませんから

ですから、ぜひともそういう方を救済するような

市独自の軽減制度、これはやっぱり検討するべき

だと思いますけれども、市長のお考えをお聞きい

たします。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 先ほど工藤孝夫議員のご質

疑に対しまして、担当部長からお話をいたしまし

た。この部分については、利用料につきましては

該当するサービスについて段階的に、１カ月の利

用者負担額が限度額を超えた場合、高額介護サー

ビスの支給や食費、居住費の減額などの形で配慮

しております。市としては、一定の軽減措置を講
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じておるというふうなことで、仮にそういうふう

な形で市のほうで、特に市長が認めるというふう

な１項を設けろということでございますけれど

も、先ほど担当からご説明ありましたように、上

乗せ条例、横出し条例というのですか、そういう

ふうな形になりますと、さまざまな部分で県の財

政安定化基金、この部分で削られてくる部分、そ

ういうふうな部分もあるわけでございます。

そしてまた、一自治体の判断では非常にそうい

う意味では公平性を欠くと。大阪府のほうの例を

挙げられましたけれども、大阪府の柏原市とどこ

かの市がやっているからこっちもいいのではない

かというふうなお話、これもそれは横垣議員の論

、 、理でございますけれども 当市といたしましては

これまでの制度をしっかりと維持をしていくとい

う姿勢を持って続けていきたいと。

しかしながら、これは先ほどこれ以上上がらな

いのかというふうなご質問なのか、ご意見なのか

よくわかりませんけれども、上げたくはないとい

うふうな、今回もそうでございました。できるだ

け抑えたいという基本線はあったわけでございま

。 、 、 、す しかしながら 待機者が120人 130人いると

そのご要望に対しては、やはりしっかりと施設の

ほうも充実していかなければいけない。施設を充

、 、 、実して どんどん どんどん施設を充実した結果

日本一のこの介護保険料というふうな場面もある

わけでございます。どちらをとるのでしょうか。

施設を充実させろという声も横垣議員からは聞い

た記憶がございます。一方では、その部分では介

護保険料を上げざるを得なくなってくる。そうい

うふうな狭間の中で、極力この部分においては抑

えたいというふうな気持ちの中で、そういうふう

な形で進めてきたということをご理解いただきた

いと、このように思います。

（ 部長、18万円は救われるのか「

どうか」の声あり）

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（松尾秀一） 実は、第１段階の方

は、今回の試算では4.9％ぐらいの方がおられま

す。実際にそのうちの３割の方が大体被保護者、

いわゆる生活保護受給者というふうに想定してお

りますし、現実的にも大体３割の方が生活保護を

既に受給しております。したがいまして、横垣議

員がおっしゃった18万円云々というふうな所得の

状況の方につきましては、当然福祉的に生活保護

受給者と、いわゆるグレーゾーンの部分というふ

うなことになりますので、福祉的なトータルサポ

ートの中で種々相談に応じて対応していきたいと

いうふうに考えております。

以上でございます。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） 一応市長のほうもなるべく引

き上げをしたくないという思いはわかりました。

やはりこういう形で、この制度自体が大変矛盾が

ある制度だというのは市長も先ほどおっしゃいま

した。本当にその点ではこの制度、国のほうで根

本的に国の負担をもっとふやして、それこそ被保

険者の負担を少なくするような施策をやっぱり求

めざるを得ない。そういう意味では、市長のほう

も国に対してそういう声をもっと大きく上げてく

れることをまず要望しながら、そういう点できち

んと国のほうに物を申していってもらえるかどう

か。これは大変なのです、負担するほうは。そう

いう点で市長の考え方を最後お聞きしてみたいと

思います。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下順一郎） それが今国会、そしてまた

報道等をにぎわしている一体改革、消費税云々と

一体改革というふうなことになってくるのではな

いかなと、こういうふうに思います。この部分に

ついては、十分これからの推移を見守って、でき

るだけ国民は負担を、私自身も一国民として負担
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は少なくしていただきたい、税も軽減していただ

きたい。しかしながら、どんどん、どんどんこれ

からさまざまな部分で、みんなで今は肩車方式と

いうのですか、こういうふうな介護保険もひっく

るめてさまざまな社会保険、前は数人で、みんな

で高齢者の方々を支えていた、介護の方々を支え

ていた。それが今大体２人から３人ぐらいで肩車

で抱えていると。そして今後は、今度は１対１で

支えていかなければいけない時代、こういうふう

な時代が来る。そうすると、本当にそういうふう

な意味での社会保障全体、そういうふうなものを

しっかりと見据えた中で議論をしていかなければ

いけないと、こういうふうな部分は私も感じてお

ります。

〇議長（山本留義） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第９号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第９号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第１０号

〇議長（山本留義） 次は、日程第10 議案第10号

むつ市営住宅条例の一部を改正する条例を議題と

いたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、15番中村

正志議員。

〇15番（中村正志） 今回桜木町西団地の廃止であ

りますが、この廃止後の建物の解体、あるいはそ

の後の土地利用について、具体的な計画がありま

したらお知らせを願いたいと思います。

〇議長（山本留義） 建設部長。

〇建設部長（山本伸一） お尋ねにお答えいたしま

す。

桜木町西団地は、昭和40年度に木造平家建て６

棟11戸、昭和46年度にブロックづくり２階建て４

棟20戸、合計10棟31戸が建設されております。建

物の老朽化に伴いまして、年々入居者が減少傾向

にあったことから、平成18年度に策定いたしまし

たむつ市公営住宅ストック総合活用計画の中で桜

木町西団地を用途廃止団地と位置づけており、国

の地域住宅交付金事業を活用いたしまして、建物

を解体撤去することといたしてございます。平成

20年度から平成22年度までの３カ年で10棟すべて

を解体撤去をしてございます。

また、土地に関しましては、国有財産を借地し

、 、ておりましたので 建物の解体撤去に伴いまして

平成23年６月30日に国に返還してございます。ご

理解を賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） これで中村正志議員の質疑を

終わります。

次に、２番横垣成年議員。

〇２番（横垣成年） 今回改正する条例の中身を見

ますと、これは入居できる最低限の資格を並べて

いるのですが、ア、イ、ウ、エ、オ、カ、キ、ク

という形で並べているのですが、ここでクという

文章を読みますと 「配偶者からの暴力の防止及、

び被害者の保護に関する法律第１条第２項に規定

する被害者で規則で定めるもの」なんかも対象と

して市営住宅入居を認めるというふうなことが書

いてありまして、やはりこういう方というのはい

つ発生するかわからないし、またかなり緊急を要

する方かなというふうに思いまして、こういう方

がそういう場面にあった場合に市としてきちんと

住める場所を提供できるむつ市であればいいなと

いうふうな思いでちょっとお聞きしたいのです

が、そういう方に対応できるような形で住宅を整

備していく考えはないものかどうかということ
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、 、と 現在の入居状況を教えてもらいたいのですが

例えば今300の入居できる住宅があって、その中

で何件入っていて、空きが何件あるとか、そうい

う現状を各地域ごとに、むつ、大畑、川内、脇野

沢地区ごとにお知らせしてもらえればなと思いま

す。

以上です。

〇議長（山本留義） 建設部長。

〇建設部長（山本伸一） お尋ねにお答えいたしま

す。

市営住宅は住宅に困窮する低額所得者に対しま

して低廉な家賃で賃貸することを目的としており

ます。そのため、市営住宅の入居募集につきまし

ては、公募によることを原則とし、申込者多数の

場合は公開抽せんにより入居者を決定してござい

ます。これは、入居申し込みをされる方々には、

それぞれ住宅に困窮する事情があり、特定の方を

優先入居させることは非常に難しいためでござい

。 、 、ます しかしながら さまざまなケースを考慮し

緊急性を求められる申込者を優先的に入居させる

ことも検討していかなければならないものと考え

てございます。

また、市営住宅の入居状況についてでございま

すが 平成24年３月１日現在で入居可能戸数442戸、

のうち入居戸数は423戸、空き家戸数は19戸とな

ってございます。地区ごとには、むつ地区は入居

、 、 、可能戸数287戸 入居戸数278戸 空き家戸数９戸

川内地区は入居可能戸数97戸、入居戸数95戸、空

き家戸数２戸、大畑地区は入居可能戸数31戸、入

居戸数27戸、空き家戸数４戸、脇野沢地区は入居

可能戸数27戸、入居戸数23戸、空き家戸数４戸で

。 、 。ございます なお 入居率は約96％でございます

以上でございます。

〇議長（山本留義） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第10号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第10号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第１１号

〇議長（山本留義） 次は、日程第11 議案第11号

むつ市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部

を改正する条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第11号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第11号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第１２号

〇議長（山本留義） 次は、日程第12 議案第12号

むつ市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例

を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第12号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第12号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。
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◇議案第１３号

〇議長（山本留義） 次は、日程第13 議案第13号

むつ市水道事業の設置等に関する条例の一部を改

正する条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第13号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第13号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第１４号

〇議長（山本留義） 次は、日程第14 議案第14号

むつ市消防団条例の一部を改正する条例を議題と

いたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、15番中村

正志議員。

〇15番（中村正志） 団員数の確保のための定年年

齢の引き上げの条例でありますが、この条例が制

定されたとしたら、今後５年間は定年による団員

の減少が一時的には食いとめられると思うのであ

りますが、その後は今の現状と同じになるのでは

ないかなというふうに考えております。やはり新

しい団員がふえないと同じことなのではないかな

と思いますので。

この団員の減少につきましては、いろいろな要

因があると考えられますが、私は定年年齢の引き

上げだけでは解決できないような問題であるとい

うふうに考えておりますが、この定年の引き上げ

のほかに施策等は考えられないものなのかお聞き

したいと思います。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（伊藤道郎） お答えいたします。

近年全国的に消防団員が減少して地域防災力の

弱体化が懸念されております。これは、当市にお

いても例外ではございませんで、平成23年４月１

日現在の消防団員数は1,052人ということで、５

年前の平成19年と比較いたしまして、37人の減少

となっております。

、 、この減少の要因といたしましては 人口の減少

高齢化、そしてサラリーマン化、また核家族化に

よる地域コミュニティーの衰退、若い世代の入団

者減などさまざまな要因が指摘されております。

団員確保については、どこの自治体も苦慮してい

るようでございますが、市ではこれまで分団ごと

の弾力的な定数の運用などを図るとともに、事業

所の消防団活動への理解と協力に対して検証する

ことなどを目的といたしましたむつ市消防団協力

事業所表示制度を制定しているほか、入団を進め

るパンフレット等を配布するなどのＰＲをしてき

たところでございますけれども、依然として団員

の減少傾向にございます。

今後は、能力や事情に応じました特定の活動に

のみ参加する機能別消防団員制度の導入や女性消

防団員の拡大、消防職員の待遇改善、学校におけ

る防災教育の強化等についても検討してまいらな

ければならないものと考えております。

今般提案いたしました消防団員の定年年齢の引

き上げは、青森市や十和田市でも実施されており

まして、一定の効果を上げていると伺っておりま

すけれども、議員おっしゃるとおり、当面の消防

団員の減少に歯どめをかけるためのものであり、

これだけで団員確保という問題は解決できるもの

ではございません。

消防団員の確保につきましては、今後とも消防

団と連携しながら取り組んでまいりたいと考えて

おりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） 15番。
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〇15番（中村正志） 減少の要因につきましては、

部長が答弁したとおりだと思うのでありますが、

またその後いろいろな機能別の団員とかというふ

うな提案がございました。そういうふうなことも

取り入れていくのは有効だと思います。それに加

、 、 、えまして 今後どうなのでしょう 例えば消防団

分団の新設、統合などといった再編のそういった

見直しとか、また全体の定年の見直しとか、そう

いうふうなのも必要になってくるかと思うのです

が、それらは今後の課題の中に含まれているのか

どうか、お聞きしたいと思います。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（伊藤道郎） 消防団の新設と統合

というようなことでございますけれども、確かに

分団によりましては大分数が少ないところもござ

います。新設といいますか、統合という部分につ

いては今後検討してまいらなければならない課題

だと認識しております。

〇議長（山本留義） これで中村正志議員の質疑を

終わります。

次に、８番佐賀英生議員。

〇８番（佐賀英生） 私も消防のところをお尋ねさ

せていただくわけですが、65歳まで上がるという

ことは、まだまだ今の年代、65歳というのは大変

体力、気力とも充実しておりますので、大変よろ

しいことかと思います。

そこで、先ほど部長も答弁の中でおっしゃった

のですが、これから５年間は多分何とかなるとは

思うのですけれども、今後において若い団員の方

々がなかなかこれ大変だと。そこで市長も、その

若い人たちの事業所に、毎年がいいのか、隔年が

いいのか、３年に１回がいいのか、頻度は別とい

たしまして、手紙ですとか、あとは文書で、何と

かその団員の方々が活躍しやすい環境、そしてそ

の事業者の方が出しやすい環境ということを文書

等々を出して啓蒙していただきたいと思うのです

が、そこら辺のところはいかがでしょうか。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（伊藤道郎） お答えいたします。

消防団員のサラリーマン化が進むに従いまし

て、災害時等の消防団員の活動環境が厳しくなっ

ているということは十分承知しております。市で

は、消防団員の確保と消防団活動への理解と協力

をいただくために従業員の消防団活動に配慮し

て、社会貢献として認められる事業所に対し、そ

のあかしとして表示票を交付いたしますむつ市消

防団協力事業所表示制度を制定して、消防団員の

活動環境の改善にも努めてきたところでございま

す。

この制度を始めるに当たりまして、消防団員が

複数雇用されている事業所等に対し、制度の紹介

にあわせまして、消防団に対する理解と協力をお

願いするための文書を市長名でお渡ししてござい

ます。消防団員の活動には、事業所のご理解、ま

たご協力が不可欠でありますことから、今後とも

機会あるごとにお願いをしてまいりたいと考えて

おりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） これで佐賀英生議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。25番白井二郎議員。

〇25番（白井二郎） この定数について質疑いたし

ます。

ただいま中村議員、佐賀議員も言ったとおり、

まずは５年間を延長するということは理解できま

す。でも両議員の言ったとおり、これはただの気

休めといいますか、ただ延長しただけで何の手だ

てにもなっていないと私は感じています。

今まで消防団員は、その地区で、地区の方に声

をかけて団員を募集しております。現在もそのよ

うに恐らく各分団はしていることと思います。と

いうことは、今まで行政が一回も、私も消防団員
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やっていますが、団員に対しまして、ちょっと団

員がどのようになっているとかという声を今まで

一回も聞いたこともございませんし、相談を受け

たこともございません。やはり定数が減るという

ことは、それだけ職業とかいろいろな家庭事情、

、 。先ほど部長が言ったとおり 多々あると思います

ただ、地区の団員が仲間として吸い上げるために

、 、 、は 地域を守るのだとか そういう気概を消防団

地域の団員だけでなく行政自体がこの地域の若い

者とか残っている方に植えつけなければならな

い。先ほど言いましたとおり、小学校、中学校、

高校のときから植えつけなければならないと私は

思っています。

、 、そこでなのですが 今千何名の団員がいますが

それを維持するための定年延長にするのか、また

これを思い切って定数をもっと下げる考えがない

のか、それがまず１点。

そして、定数を下げた場合のデメリットといい

ますか、その辺を踏まえて今の定数を、千何名と

いうのをただ守るために65歳にするのか、その辺

のところを踏まえまして、ちょっとお聞きしたい

と思います。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

（ ） 、〇総務政策部長 伊藤道郎 ただいまのお尋ねは

定数を下げる予定はないかというようなことでご

。 、ざいます 現在定員４地区合わせまして1,255名

実定員が1,052名というようなことで、203名ほど

定数には満たないというような状況にございま

す。しかしながら、定数を減らすというようなこ

とにつきましては、いわゆる義勇消防団の力が落

ちるというようなことでもございます。ぜひこの

定数に近いような団員を確保していきたいとは思

っておりますが、先ほども申しましたように、高

齢化、人口減少という中ではなかなか厳しいもの

かと思います。しかしながら、現段階でその定数

を下げるというようなことについては考えてござ

いません。

また、定数を下げた場合のデメリットというよ

うなことでございますけれども、そういうことは

、 、考えてはおりませんけれども 当然地域の消防力

防災力が弱まるというようなことで、非常にそこ

の部分については危惧しているところでございま

す。

来年度の予算にも若干のせておりますけれど

も、そこの部分については自主防災組織の設立等

によりまして、幾分かでもその地域の防災力を高

めていければと思っております。

以上でございます。

〇議長（山本留義） 25番。

（ ） 、〇25番 白井二郎 市長にお伺いしたいのですが

現在市役所の職員の中で何名ぐらいの方が消防団

に入っていますでしょうか。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 何人職員が消防団に加入し

ているかというふうなお尋ねでございますが、人

数は今この場所ではなかなか把握できませんけれ

、 、ども 私の後ろのほうにもそれなりの消防分団の

分団長までいっているのかな、そういうふうな立

場の者もおります。そういう意味では、しっかり

と職員もまたさまざまな部分で消防団に加入をす

るようにというふうな話はしていきたいと思いま

す。

さまざまな今のお話のやりとりをお聞きしてお

りまして、市として、行政として、消防団員確保

のために対策を講じていないというふうなお話、

雰囲気でございましたけれども、消防団員が今不

足しているよというふうな形で、先ほどどなたか

に答弁をいたしましたように、できるだけ会社、

、 。企業とのやりとり それでお願いもしております

そして、その部分で120名を超える消防団員の方

々を確保しております。それをもっとふやしてい

かなければいけない。そして、地域の防災力を高
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めていくと。

そしてまた、先ほど担当部長からお話をしまし

たように、機能別の消防団員、こういうふうなも

のも考えていく時期に来たのではないかなと。例

えばの話でございますけれども、現在の消防団員

以外の方々で、若い人方で、例えばバイクをいつ

も持っていて、バイクに乗っている方、消防団バ

イク隊だとか、そういうふうな形で、ちょっと今

浮かんだものがありますけれども、そういうふう

な形で活動、またさまざまな部分で若い人たちの

心をつかむようなＰＲ、そういうふうなものも必

要なのかなと、こういうふうに認識をしていると

ころでございます。

〇議長（山本留義） 25番。

〇25番（白井二郎） この議員の中でも消防団員が

多数いるわけなのですが、正直言って65歳の団員

というのは大変きついわけです。幹部は現場でも

指揮とかそういうのをすればよろしいのですが、

団員となればホースを担いだり、いろいろ走った

りしなければならないので、65歳ではちょっとき

ついわけで、団員としてはちょっと高齢だと私は

思っているのですが。

それはそれで結構なのですが、先ほど役所の方

、 、は何人いますかと聞いたのは 安定した生活して

安定した家があって、役所の職員が消防団には一

番ふさわしいわけです。ですから、市長も先ほど

答弁していますが、自分でも声をかけて消防団に

入るようにしたいと言っていますが、ぜひ役所の

職員の方にも消防団の大切さを十分お話しして、

一人でも多くの職員の方の団員を多く入れます

と、役所の職員は当然60歳以下ですから、団員に

なっても。60歳になっても、あと５年間団員とし

ての資格がございますので、ぜひ市長には声を大

きくして、消防団活動に、団員に対する確保のほ

うを職員のほうにもお願いしたいのですが、その

辺どうでしょうか。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 職員の多くは、この場での

やりとりを聞いていると思いますので、この部分

についてはかなりＰＲができたものと、このよう

に思います。職員の皆さんも、ぜひ消防団活動に

参加をお願いしたいと、マイクを通してお話をさ

せていただきました。

〇議長（山本留義） これで白井二郎議員の質疑を

終わります。

ほかに質疑ありませんか。13番濵田栄子議員。

〇13番（濵田栄子） 今消防団の人数がだんだん減

ってきているということですけれども、関連して

お尋ねいたします。

これからそうそうたる観閲式が５月に行われる

と思いますけれども、消防団に対して、今白井議

員が職員の方ということをお話ししましたけれど

も、例えばこの消防団組織は日本で初めて全国組

織化されたボランティア団体とお聞きしておりま

すので、企業の方が消防団員を輩出した場合、市

の入札に参加するのに、例えばポイント制度等を

設けるとかということにチャレンジとか起案した

ことはありますでしょうか。

〇議長（山本留義） 濵田議員、これ今ちょっと議

案以外なので、発言に気をつけながら。

市長。

〇市長（宮下順一郎） ポイント制というふうなこ

とでは、それなりに地域の中でそういうふうなボ

ランティア活動をするというふうなことは、消防

団なりほかの例えば道路の清掃だとか、そういう

ふうな形で企業が取り組むというふうなこと、こ

の部分につきましては、企業の社会的地位、それ

から社会的ネームバリューと、こういうふうなも

、 。のが増してくる そういうふうに思っております

この部分について、それが加算されるのかどうか

というのは検討をしたこともありません。お隣に

座っている方も企業として道路清掃をしっかりし
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たりごみ拾いをしたりと、そういうふうな形の中

で企業の社会的価値というふうなものが向上され

てきていると、このように認識をしております。

そうしますと企業全体が発展をしていくと。発展

をしていくと、当然今指名を受けていないところ

でも指名と、こうなっていくものと想像しており

ます。

〇議長（山本留義） これで濵田栄子議員の質疑を

終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第14号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第14号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

ここで昼食のため午後１時10分まで暫時休憩い

たします。

午後 零時０５分 休憩

午後 １時１０分 再開

〇議長（山本留義） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◇議案第１５号

〇議長（山本留義） 次は、日程第15 議案第15号

むつ市肉牛特別導入事業基金条例を廃止する条例

を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第15号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第15号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第１６号

〇議長（山本留義） 次は、日程第16 議案第16号

むつ市大畑町水産物簡易加工処理施設条例及びむ

つ市大畑町水産物鮮度保持施設条例を廃止する条

例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。２番横垣成年議員。

〇２番（横垣成年） この議案によりますと、大畑

町水産物簡易加工処理施設及びむつ市大畑町水産

物鮮度保持施設を大畑町漁業協同組合に経営移譲

するというふうに書いてあるのですが、この経営

移譲というのはどういう内容なのかをお聞きいた

します。

それと、この施設を経営移譲ということは、施

設、土地というのはどういう形になるのか。無償

譲渡ということになるのかどうか。

、 。そして 施設が老朽化した場合はどうなるのか

そのままにしておくのか、それとも何か市が補修

したりするのかどうか、こういうことも含めて説

明をお願いいたします。

〇議長（山本留義） 大畑庁舎所長。

〇大畑庁舎所長大畑庁舎産業建設課長（若松 通）

お尋ねにお答えいたします。お尋ねは３点かと

思います。

まず第１点目、経営移譲とはどういう内容かと

いうことでございますが、現在両施設は大畑町漁

業協同組合に指定管理を行わせている施設であり

ます。両施設は、平成７年度に国の沿岸漁業活性

化構造改善事業により設置した施設であり、施設

の性質上、効率的に管理運営を行うため大畑町漁

業協同組合に経営を移譲するものであります。

２点目の施設、土地は無償譲渡かということで

ありますけれども、施設については議決後無償譲

渡についての手続を進めたいと考えております。
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土地については、漁港施設であることから、譲渡

後大畑町漁業協同組合が下北地域県民局の下北地

方漁港漁場整備事務所と施設占用契約を締結する

ことになります。

それから、施設が老朽化した場合はどうなるの

かと、市が改修するのかというようなお尋ねでご

ざいますけれども、現在毎年度指定管理者が収益

の中から修繕のための積み立てをしておりますの

で、改修がある場合はそれらを利用して改修を行

うものと思っております。

以上でございます。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） 今の答弁ですと、今現在指定

管理をしているというのをそのまま漁協のほうに

経営をしてもらうということですが、そういう意

味では今現在のやり方とほとんど変わりなく進む

と。ただ、指定管理だけれども、ほとんどむつ市

の負担はなかったように記憶があるのですけれど

も、そういう意味ではむつ市には何もお金が出る

ということは全くなくて、そのままスムーズに経

営形態が変わるというふうに考えていいかどう

か。それから、むつ市の負担はほとんどないとい

うことを確認したいと思います。

〇議長（山本留義） 大畑庁舎所長。

〇大畑庁舎所長大畑庁舎産業建設課長（若松 通）

この経営移譲によってのむつ市への負担はござ

いません。先ほど申し上げました施設占用料につ

いても、現在むつ市で払っておりますが、譲渡後

は譲渡を受けた大畑町漁業協同組合で支払うとい

うようなことであります。

以上でございます。

〇議長（山本留義） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。13番濵田栄子議員。

〇13番（濵田栄子） まず漁協への譲渡、無償譲渡

ということでまず安心いたしました。

もう一点確認しておきたいのは、これから漁協

がさまざまな経営体制をしいていくと思いますけ

、 。れども 制約は一切ないと考えてよろしいですか

〇議長（山本留義） 大畑庁舎所長。

〇大畑庁舎所長大畑庁舎産業建設課長（若松 通）

お尋ねにお答えいたします。

この施設での制約はないかというようなお尋ね

でございますけれども、やはり譲渡後も今の目的

に沿って使っていただくと。この鮮度保持施設で

すけれども、これは製氷施設でございますので、

いわゆる氷をつくって販売をするというようなこ

とで、その目的に沿った形で使っていただくとい

うことです。それから、加工処理施設についても

加工場として使っていただくというような、そう

いう目的が外れない限りはある程度の範囲で使用

していただくというようなことであります。

以上でございます。

〇議長（山本留義） これで濵田栄子議員の質疑を

終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第16号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第16号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第１７号

〇議長（山本留義） 次は、日程第17 議案第17号

下北地域広域行政事務組合規約の変更についてを

議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「
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〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第17号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第17号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第１８号

〇議長（山本留義） 次は、日程第18 議案第18号

青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団

体数の減少及び青森県市町村総合事務組合規約の

変更についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第18号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第18号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第１９号

〇議長（山本留義） 次は、日程第19 議案第19号

むつ市国土利用計画（第４次）についてを議題と

いたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第19号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第19号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第２０号

〇議長（山本留義） 次は、日程第20 議案第20号

人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を

求めることについてを議題といたします。

本案は、本年６月30日をもって任期満了となる

人権擁護委員に竹澤笑美子氏を推薦することにつ

いて議会の意見を求めるためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第20号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第20号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第20号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は適任と認め、原案のとおり可決すること

にご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第20号は原案のとおり可決されました。

◇議案第２１号

〇議長（山本留義） 次は、日程第21 議案第21号

人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を

求めることについてを議題といたします。

本案は、本年６月30日をもって任期満了となる

人権擁護委員に川村勝子氏を推薦することについ

て議会の意見を求めるためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま
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せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第21号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第21号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第21号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は適任と認め、原案のとおり可決すること

にご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第21号は原案のとおり可決されました。

◇議案第２２号

〇議長（山本留義） 次は、日程第22 議案第22号

平成23年度むつ市一般会計補正予算を議題といた

します。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、12番斉藤

孝昭議員。

〇12番（斉藤孝昭） 議案第22号は、平成23年度の

一般会計補正予算であります。ほとんどが決算見

込みの補正になっておりますが、その中で２点ほ

ど質疑させていただきます。

まず１点目は、当初の事業計画の中で16件の事

業が実施できないということで、平成24年度へ繰

越明許されることになりました。その主な理由を

お知らせ願いたいと思います。

この事業については、平成23年度予算で議会が

議決した事項でありますので、それなりの理由が

あると思いますので、よろしくお願いします。

あわせて約１億2,000万円の起債を減額してお

りますが、これは繰越明許費と連動するかもしれ

ませんが、この減額した主な理由をお知らせくだ

さい。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（伊藤道郎） お答えいたします。

繰越明許する事業の主な理由を説明せよとのお

尋ねでございますけれども、補正予算書４ページ

から５ページにありますように、繰り越し事業が

16ほどございますので、順次担当からご説明申し

上げます。

私からは、２款総務費と９款消防費に係る３つ

の事業についてご説明いたします。

まず、総務管理費の地上デジタル放送難視対策

事業についてでございますけれども、この事業は

社団法人デジタル放送推進協会の助成金を利用し

て実施する事業でございます。

本年度事業につきましては、東日本大震災の影

響により全国的におくれておりまして、本年度当

市で予定しております川内安部城地区、川内石倉

地区、大畑赤川、木野部、佐助川地区の３地区の

難視対策事業について、昨年末からことし１月末

にかけて交付決定を受け、２月下旬に契約を終え

たものでございます。このことから、本年度中の

事業完了が事実上見込めないものであり繰り越し

するものでございます。

次に、消防費の全国瞬時警報システム整備事業

についてでございますが、この事業は国の平成

23年度第３次補正の消防防災通信基盤整備費補助

金を活用し、当該システムを川内、大畑及び脇野

沢の３庁舎に設置するものでございます。この事

業につきましては、本年２月８日に交付申請を行

い、２月23日に国からの交付決定を受理したもの
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でございます。当該事業は、全国を対象としたも

のでございまして、同じような時期に機器の発注

が重なることなどから、本年度中の事業完了が極

めて困難な状況にありますことから、繰り越し事

業としているものでございます。

次に、同じく消防費の防災拠点施設整備事業に

ついてでございますが、これは東日本大震災によ

って福島第一原子力発電所の事故などによりまし

て、オフサイトセンターが本来の機能を果たすこ

とができなかったことによって、国においてその

立地基準の見直しを行っているところでございま

。 、 、す これによりまして 補助金が留保されまして

本体工事の今年度の着手が延期となっているとこ

ろでございます。

しかしながら、既に完了しております防災拠点

施設用地の造成工事につきましては、都市計画法

による開発行為の許可並びに道路法第24条に基づ

く工事施行承認を受けての工事でございましたこ

とから、これらを完了させる必要がございます。

開発行為の許可では、給水管の布設及び消防用水

利として屋外消火栓２基の設置、道路法第24条に

基づく工事施工承認では、国道338号からの進入

路取りつけ工事及び排水路つけかえ工事でござい

まして、オフサイトセンター本体工事に係る経費

は減額するものの、これら工事に係る経費を確保

し、平成24年度へ繰り越し事業としたものでござ

います。

私からは、以上でございます。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（松尾秀一） 私からは、第３款民

生費について、それぞれ３つの事業の繰越明許す

る理由についてご説明いたします。

まず、日常生活用具給付事業でございます。こ

れにつきましては、在宅の重度身体障害者に対し

て受注生産の点字タイプライターと視覚障害者用

ポータブルレコーダーの給付を行う場合、発注か

ら納品まで約半年間ほどの期間を要し、今年度内

の完了を見込めないことから翌年度へ繰り越しを

するものでございます。

次に、むつ市介護基盤特別対策事業についてご

説明いたします。この事業は、県の介護基盤緊急

整備等特別対策事業費補助金を活用して整備する

事業でありますが、社会福祉法人青森社会福祉振

興団が整備いたします地域密着型介護福祉施設

29床の新設について、平成24年１月時点におきま

して、当該法人より東日本大震災の影響に伴い建

築資材が高騰したことを受けまして、基本計画の

練り直しにやや時間を要したことなどから年度内

の完工が見込まれない旨の報告があり、平成24年

度へ繰り越すものでございます。

、 。次に むつ市共生型サービス事業でございます

この事業は、国の地域介護・福祉空間整備等施設

整備交付金を活用して整備する事業であります

が、実施主体でありますＮＰＯ法人むつ下北子育

て支援ネットワークひろばが平成23年10月14日付

で交付の内示を受け、平成23年度内の完成を見込

んでおりましたが、当該法人より建築確認申請等

に時間を要したこと、さらには今冬の豪雪の影響

もあったことから年度内の完成が見込まれない旨

のご報告があり、備品購入費等300万円を除く施

設整備費3,000万円を平成24年度へ繰り越すもの

でございます。

以上でございます。

〇議長（山本留義） 経済部長。

〇経済部長（中嶋達朗） 繰越明許する金額の経済

部にかかわる部分をご説明いたします。

４ページでございますけれども、まず関根浜沿

岸漁業振興対策事業費補助金の繰り越し理由につ

いてです。本事業は、関根浜漁業協同組合が事業

主体となって行う漁船の修理、修繕施設設備に対

し補助するものであり、市が行っている船揚場の

工事が完成後、その上部に船を巻き上げる施設等
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を建設する予定でありましたけれども、震災と大

雪により年度内の完成、試運転が困難であるとの

報告を受け、事業の一部を繰り越しするものであ

ります。

浜奥内漁港施設整備事業の繰り越し理由につい

てお答えします。本事業は、県からの交付決定通

知を当初４月中と見込んでおりましたけれども、

１カ月おくれて通知されたことにより、測量業務

委託及び設計調査業務委託の発注もおくれること

になりました。また、ボーリング調査の結果、当

初想定していた地層構成に相違があり、業務内容

を追加し委託期間を延長した結果、県との協議及

び承認が１月にずれ込んだため工事の発注が３月

となり、事業の一部を繰り越しするものでありま

す。

、 、 、また ５ページになりますけれども 14款です

災害復旧費になりますけれども、関根漁港施設災

害復旧事業の繰り越し理由についてお答えしま

す。本事業は、工事の着工がさきに開催されまし

たむつ市議会第210回定例会での契約締結議案の

可決後12月となったこと及び被災した防波堤の内

側で関根浜地区漁村再生交付金事業による船揚場

等の整備工事を行っている最中でありまして、被

災した防波堤の撤去工事を進めることができない

などのことから、事業の一部を繰り越しするもの

であります。

以上でございます。

〇議長（山本留義） 建設部長。

〇建設部長（山本伸一） 建設部が所管いたします

繰越明許費は３件ございます。

初めに土木費、新町地区排水路整備事業につい

てでございますが、測量設計に当たりまして、現

場の状況が非常に難しかったということと、用地

立ち会いをお願いしていた日に大雪が降りまし

て、立ち会いを延期したということがございまし

た。このようなことで、既に工事発注は済ませて

、 、おりますが 年度内完成が難しくなりましたので

繰り越しをお願いしたところであります。

続きまして、北の防人大湊地区整備事業につい

てでございますが、本事業は平成22年度に市民協

働ワークショップにより北の防人大湊づくり構想

書素案としてまとめ上げ、今年度から平成27年度

までの５カ年で国土交通省所管の社会資本整備総

合交付金事業として実施しているものでありま

す。

今年度は、地質調査、用地測量を実施し、現在

計画案を作成中でございます。この計画案は、北

の防人大湊づくり構想書素案に基づいて作成する

こととしており、この構想書を踏まえた計画案が

完成後に詳細設計を作成するものであります。こ

の計画案の作成は、構想書素案との整合を図るこ

とが基本となりますが、これをまとめたワークシ

ョップメンバー及びプロジェクトチームを構成す

る市役所内の関係機関各課の意見の反映、それに

伴う計画案への合意形成に時間を要していること

から、今年度事業の詳細設計を繰り越しするもの

であります。

もう一つ、災害復旧費でございますが、外山団

地災害復旧事業の繰り越し理由についてお答えい

たします。平成23年９月21日から22日にかけての

台風15号の影響による豪雨のため、外山団地敷地

ののり面が崩壊する被害を受けました。平成23年

12月15日、16日の両日、国の災害査定を受けてお

り、住宅災害復旧事業として施行するため、現在

補助金交付申請のため国の内示を待っておるとこ

。 、ろでございます 内々示はいただいておりますが

まだ正式な内示はもらっていません。このことか

、 。ら 平成24年度に予算を繰り越すものであります

以上でございます。

〇議長（山本留義） 教育部長。

〇教育部長（齋藤秀人） 第10款教育費第２項小学

校費についての第三田名部小学校建設事業、川内



- 84 -

小学校建設事業に係る繰越明許費について、その

理由をご説明申し上げます。

当初両工事とも平成23年８月１日の着工、平成

24年３月23日の完成の契約になっております。そ

して、その期間内での竣工を目指しておりました

けれども、東日本大震災の影響により東日本管内

での製造メーカーの減少と夏場の電力使用制限令

などの影響から、鋼材や鉄筋資材及び型枠資材等

の確保に通常の倍の日数を要したこと、また同時

期に震災復興のために鉄筋工や型枠工といった職

人を確保することが予想以上に困難になってしま

ったことが今回の事業繰り越しの要因でありま

す。

契約を行いましたのは、震災から４カ月余り経

過した時期でしたが、未曾有の震災に対する復興

ということで、日本じゅうの製造、物流、そして

人の動きがまだまだ混乱し予測がつかなかったと

いうのが最も大きな要因であったものと考えてお

ります。

これに加えまして、今冬の豪雪が工事のおくれ

に拍車をかけたということであります。これによ

りまして、第三田名部小学校屋内運動場について

は、工期を平成24年６月29日まで、川内小学校屋

内運動場については、平成24年５月31日まで工期

を延長するものでございます。

２つの工事についての工期の違いについては、

工法の違いによるものでございます。

なお、川内小学校併設の給食センターについて

は当初予算に計上しており、国の補助金交付決定

を６月ごろと見込んで年度内完成をと考えており

ましたけれども、震災復興に向けての国の財政措

置がシフトしたことによって交付決定が大幅にお

くれ、このたびようやく国の第３次補正での内定

をいただきましたので、近く正式な交付決定をも

って建設に向けていくこととしております。

以上が繰り越しの理由でございます。

〇議長（山本留義） 財務部長。

〇財務部長（下山益雄） それでは、私から第12款

諸支出金に計上いたしました下北医療センター負

担金１億7,384万円の繰越明許の理由をご説明さ

せていただきます。

これは、むつ総合病院の自家発電設備整備事業

及び衛星電話整備事業に係るものでございまし

て、むつ総合病院は災害拠点病院に指定されてお

りますものの、停電時にも平時と同様の病院機能

を確保するための自家発電設備等が老朽化したた

め、今般医療施設の防災対策の推進を目的とした

国の第３次補正の補助制度、補助による事業を受

けまして実施するものでございます。

しかしながら、全国的にメーカーへの発注が集

中しておりまして、年度内の完成が見込めない現

状にありますことから、繰り越すこととしたもの

でございます。

以上です。

〇議長（山本留義） 民生部長。

〇民生部長（奥川清次郎） 教育費に１つ戻ってい

ただきますけれども、教育費の中で民生部が担当

してございますむつ運動公園野球場グラウンド改

修事業、この事業費につきましては、当初野球場

の整備工事に含まれていませんでした外周のフェ

ンス、フェンス際の緩衝地帯、これ２メーター幅

ぐらいでずっとめぐらせているわけでございます

が、この部分の土の入れかえ工事でございます。

内外野の復旧工事に伴い、放射性物質を含んだ土

が工事の際混入する可能性もございますことか

ら、内野混合土、外野の張り芝と同様に一部撤去

し改修するものでございますが、この追加工事と

して690万6,000円を繰越明許費としたものでござ

います。

以上でございます。

〇議長（山本留義） 財務部長。

〇財務部長（下山益雄） それでは、起債を減額す
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る主な理由は何かということのお尋ねについてお

答えいたします。

これは、北の防人大湊地区整備事業、それから

いこいの里スプリンクラー整備事業等起債対象事

業に係る事業費の確定に伴うもの、また先ほど総

務政策部長から説明がございましたように、防災

拠点施設整備事業が今年度事業が実施できなかっ

たことにより起債分を減額するというようなもの

が主なものでございます。

以上です。

〇議長（山本留義） 12番。

〇12番（斉藤孝昭） 聞いていますと、やはり東日

本大震災の影響がこういうふうに出ているのだな

というふうに思いました。しかしながら、当初予

算でこれだけの仕事が市内に回る予定だったのが

回らないと、当然お金または仕事に影響している

ということで、これは災害だからやむを得ないと

いうところはありながら、しかし急いだり、極端

に言うと、一生懸命申請を早くしたり、手続を効

率化するとできた事業もあるのではないかという

ふうに思っております。

今後ですが、繰越明許がこんなにいっぱい出る

年度は数多くはないと思うものの、職員の努力で

この繰越明許をできるだけ少なくして、当初予算

を少しでも多く使っていくのだというふうなこと

もしていかなければならないと思いますが、自然

災害による影響は置いておいてでも、職員の努力

で何とかなるというふうな事業がこの中にありま

したら、紹介していただきたいと思います。

〇議長（山本留義） 財務部長。

〇財務部長（下山益雄） 議員お話しのように、今

年度、平成23年度は震災の影響という非常に特殊

な事情下での事業対応ということになったもので

。 、ございます 議員からご指摘がありましたように

事業の円滑な遂行ということでは常日ごろから心

がけておりまして、平成23年度のそういう特殊な

事情下にありましても、例えば市内の景気、ある

いは事業者さんの事業遂行に影響が出ないよう

に、極力前金払い制度を活用するようにというこ

と、あるいは工期の確保を十分にとるようにとい

うことを指示いたしまして、そういう影響の少な

いような対応はとっているところでございます。

議員のお話の中にありましたように、通常はこ

のように翌年度に繰り越すという事業はそうそう

あるものではないというふうな認識でございまし

て、予算の定めるところにより計画的に年度内に

事業を円滑に遂行していくということは我々も常

に努力しなければならないものだと思っておりま

すので、そこを旨として執行してまいりたいと、

そのように思います。

〇議長（山本留義） これで斉藤孝昭議員の質疑を

終わります。

次に、15番中村正志議員。

〇15番（中村正志） 何点か質疑させていただきま

す。

斉藤議員と同様の部分がありますが、まずただ

いま繰越明許費について、全16件について説明が

ございました。その中で何点かちょっと取り上げ

たいのでありますが、小学校費の第三田名部小学

校、また川内小学校建設事業についてであります

が、これは年度内の完成の予定が新年度にずれ込

むということで、学校のほうとしてみれば、新年

度からの使用とかいろいろ考えていたと思うので

す。そのあたりで、今後の新年度からのこの２校

の学校運営、あるいは教育環境、授業の進め方等

には影響は出てこないのか。また、それを見越し

た対策はもう既にとられているのかお聞きをした

いと思います。

あと防災拠点施設整備事業につきましては、オ

フサイトセンター建設事業が凍結になったので、

この事業も凍結かなと私は思っていたのですが、

ただいまの説明で、この1,500万円部分について
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は理解をいたしましたので、この部分についての

答弁は必要ありません。

あと教育費の保健体育費、体育施設管理費の中

の今定例会の初日でも議論いたしましたが、むつ

運動公園野球場のグラウンド改修事業費でありま

すが、4,541万1,000円というふうになっておりま

すが、この内訳を詳しくお知らせ願いたいと思い

ます。この中に今回の土の入れかえでありますと

か、運搬費でありますとか、あるいは最終処分場

での覆土費のほうまですべてが盛られた形での

4,500万円なのかということです。この同じ名前

の繰越明許費が690万円ほどのっけてありますけ

れども、これは先ほどの説明でいきますと、追加

工事分だという、その理解で今回の土の入れかえ

の4,500万円のほうとは別だというふうな理解で

いいのか、そこはもう一度お聞きしたいと思いま

す。

〇議長（山本留義） 教育部長。

〇教育部長（齋藤秀人） 中村正志議員の学校施設

、 、の完成おくれは新年度からの学校運営 教育環境

授業の進め方に影響がないかというお尋ねにお答

えいたします。

まず、屋内運動場が建設中でございますけれど

も、入学式に新たな体育館で実施できると教育委

員会としては考えていたところでございますけれ

ども、今の報告のとおり、残念ながら新たな体育

館で実施できないという状況になりました。

これについてですけれども、まず入学式に関し

ては、第三田名部小学校では多目的ホールという

ものがございます。そこにおいて行う予定と聞い

ております。また、川内小学校については、今年

度もそうでございましたけれども、川内中学校の

体育館で行うことになります。

また、学校運営、教育環境及び授業の進め方に

関してでございますけれども、工事が長引くこと

によりまして、この新体育館が利用できない状態

がいましばらく続くことになりますので、第三田

名部小学校においては、今の説明のとおり多目的

ホールで幾分の活動をしていただく及び旧体育館

の活用もあります。まだ旧体育館残ってございま

すので、この部分について活用していくと。川内

小学校では、中学校体育館を共有していくことに

よりまして、教育活動に影響を及ぼさないように

工夫をしていきたいなというふうに考えてござい

ます。

給食センターにつきましては、現在脇野沢学校

給食センターからの配送を継続することで児童・

生徒への影響はないものと考えておりますので、

ご理解を賜りたいと思います。

〇議長（山本留義） 民生部長。

〇民生部長（奥川清次郎） むつ運動公園野球場グ

ラウンド改修事業費の内訳につきましては、放射

能汚染に伴い被害を受けた部分の混合土と芝など

の撤去、復旧土壌の運搬及び処分場での覆土も含

む処理費用として3,845万5,000円と、むつ運動公

園野球場の整備工事に含まれていなかった外周フ

ェンス際の緩衝地帯の部分が本整備工事に伴い放

射性物質がまじり込む可能性がありますことか

ら、内野混合土、外野張り芝と同様に一部撤去し

改修するものでございます。その部分の追加工事

695万6,000円を繰越明許費としたものでございま

す。

事業費は、不可抗力による補てん3,845万

5,000円と外周緩衝地帯等部分の追加工事費695万

6,000円の、この合計4,541万1,000円となるもの

、 、でございまして 先ほどもお話しいたしましたが

繰越明許費として計上しております695万6,000円

については、汚染土壌等の撤去とあわせて工事を

行うものでございます。

以上でございます。

〇議長（山本留義） 15番。

〇15番（中村正志） 今回いろいろな理由から工期
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等が延びることによって、どうなのでしょう、事

業者、その事業の発注がおくれて着手が遅くなっ

たものであればそれほどではないと思うのであり

ますが、契約期間どおりに着手した事業だと、期

間が延びることによりまして、その分の経費が大

分かかってくると思うのですが、それらの部分の

経費に関しましては、それはその業者さんのほう

で契約金の中で見なくてはいけないというふうな

理解でいいのかどうか。要はその業者さんにして

みれば、外的な要因によって工期が延びて、その

分の経費が多くかかると。その分利益が出ないと

いうことになると思うのですが、その辺の補てん

といいましょうか、考え方はどうなっているかお

聞きしたいと思います。

また、むつ運動公園野球場につきましても、当

、初の部分のほかに695万円ほど出るということで

初日に説明された負担の割合でいきますと、これ

もまた業者さんのほうがその分多く負担をしなく

てはいけないというふうなこともありますので、

その辺の部分も含めての合意でこのような金額に

なったのか、再度確認をしたいと思います。

〇議長（山本留義） 教育部長。

〇教育部長（齋藤秀人） この工期のおくれ、震災

というやむを得ない部分がありますけれども、事

業者の皆様にそれだけの負担がかかっていくとい

う部分があるということのお尋ねでございますけ

れども、これについては基本的には契約額はその

契約に基づくものでございますので変わらないの

ですけれども、今回の震災の影響によりまして材

料、建築資材等の高騰があるということで、その

部分については見直しを図りまして、増額された

形で契約を変更してございます。

以上でございます。

〇議長（山本留義） 民生部長。

〇民生部長（奥川清次郎） むつ運動公園野球場の

、 、損害の額と申しますか これは復旧に要する経費

先ほども若干触れましたが、処分場に運んで覆土

するという経費も含んでのお話でございますけれ

ども、全体で4,324万2,000円程度かかるわけでご

ざいます。これは、市の積算でございます。これ

は、工事契約の中で当初の、一番最初の発注額、

これは8,600万円ほどあるわけですけれども、そ

の１％を除いて、さらに受注者の事業者と協議し

た結果、約400万円程度のその部分が受注者の会

社のほうからダウンさせていいという協議が調っ

ております。これは、双方協議の中で合意いたし

まして、その結果3,845万5,000円という金額を導

いたわけでございます。

今般は、さらにそれに追加工事部分、先ほどお

話しした繰越明許の分ですけれども、それを加え

た額が4,541万1,000円ということでお示しした額

ということでご理解をいただきたいと思います。

以上でございます。

〇議長（山本留義） これで中村正志議員の質疑を

終わります。

次に、６番目時睦男議員。

〇６番（目時睦男） 補正予算について何点かお尋

ねをしたいと思います。

１つは歳出の部分ですが、第２款第１項第２目

の生活交通路線維持費補助金として642万4,000円

増額の補正があるわけでありますが、この具体的

、 、な内容は 路線別になっているかと思いますので

この内容についてお知らせを願いたい。というの

は、この生活交通路線の維持費補助金については

当初で見込んでいるわけで、年度途中に補正をせ

ざるを得ないという部分については、当初予測で

きなかった内容かなと、こういうようなことも想

定をしながら、この部分についてお知らせを願い

たい。

２つ目は、第３款民生費、第３項児童福祉費、

第６目の保育所費です。決算見込みで5,625万円

減額の内容であります。これも当初見込みからし
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ますと、決算見込みとはいえ、大分大きな額であ

りますから、この減額の理由についてお知らせを

願いたいと思います。

３点目が第４款衛生費の第２項清掃費、第２目

のじん芥処理費。これも先ほどの民生費と同じよ

うに決算見込みで5,653万5,000円の減額でありま

すし、し尿処理費で合わせて3,467万7,000円の減

額になっていますが、この理由と内訳をお知らせ

願います。

最後でありますが、今も出ております第10款の

むつ運動公園野球場の放射能汚染土の運搬にかか

わる部分で4,541万1,000円の補正予算が計上され

ているわけでありますが、この部分に関連して何

点かお尋ねをいたします。

１つには、行政報告なり、これまで昨年６月に

この事案が発生した以降、いろんな形の中で議論

がされてきているわけでありますが、行政のほう

としては、この放射能汚染については不可抗力に

よって発生したものだと、こういうようなことで

るる説明がされてきているわけでありますが、そ

の中で今回の補正が甲乙協議した中で、その中で

一般廃棄物として処理をしていくに支障がない

と、こういうふうな結論に至っての運搬処理の経

費と、このようになっているわけであります。一

般的な私なりの理解からしますと、例えば果物を

。 、商店から購入した 買ってお金を払ったけれども

その果物が腐っておった、腐食しておったと。そ

うすると、一般的にはそこに、店のほうに 「こ、

」 、れは腐食しておったよ ということになりますと

補償して別なものを、正当なものをよこすという

か補償するという、これが一般的な商取引の状況

だろうと思います。今回のこの部分については、

理解するのは、契約時点の仕様書などで品質なり

規格等については、この放射能汚染の部分につい

ては仕様は明示していなかったと思うのです。し

かし、先ほど言ったような状況から、一般的な状

況からしますと、契約した業者のほうで購入した

ところに返して汚染されない土壌にかえていくと

いう、これ業者側が対応するのが通常の商取引で

はないのかと、こういう理解をするわけでありま

すが、そういう点についての業者側とそういう点

での協議がされたのかどうか、改めてお聞きをし

たい。

２つ目は、先般の行政報告の中で、国の基準が

示されて、8,000ベクレルという基準以下の数値

であると、このようなことから、一般廃棄物とし

て処理して何ら差し支えないと、こういうふうな

県も含めた指導の中でそういう措置を、今回の措

置をとるのだと、こういう説明なわけであります

が、この8,000ベクレルというこの基準値につい

ての安全性というか、科学的な根拠をお知らせ願

いたいと思います。

３点目は、これまでの答弁の中で言われている

わけでありますが、この最終処分場にむつ運動公

園野球場から運搬する際に、この運搬時の安全対

策、一般廃棄物の取り扱いだとはいえ、放射能に

汚染されたものでありますから、私はそれなりの

安全対策を講じて処理するのだろうという理解を

するわけでありますが、具体的な安全対策につい

てお知らせを願いたいと思います。

それと、次が先般の説明の中で周辺の奥内地区

の町内会長さんへの説明会というか、意見も具申

をしたというふうなことで報告があるわけであり

ますが、その中では了承されたと、こういうよう

なことから今回の補正と、こういうふうなことに

起因するだろうと思うわけでありますが、この町

内会長さんというか対象の方々が何人、対象の人

、 。数の中で何人出席 欠席者がなかったのかどうか

それと、全員から了承を得たということなのかど

うか、この点についてお知らせを願いたいと思い

ます。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。
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〇総務政策部長（伊藤道郎） 私からは、生活交通

路線のほうについてご説明申し上げます。

生活交通路線維持費補助金につきましては、国

及び県のバス運行対策費補助金交付要綱に基づい

て、輸送人員減少のため、路線バス事業の継続が

困難となっている路線に対して運行経費の一部を

補助することによって、バス運行事業の維持を図

り、もって地域住民の足を確保することを目的と

した補助金でございます。

一般的に交通事業におきましては、10月１日か

ら翌年９月30日までを１会計年度としている関係

上、補助額等の確定が１月ごろとなりますことか

ら、毎年度３月定例会において補正予算として計

上し、対応しているものでございます。

路線別の内訳といたしましては、いずれも下北

交通株式会社が運行しているものでございますけ

れども、むつバスターミナルと佐井車庫間のむつ

佐井線が195万5,000円、大畑駅とむつバスターミ

ナル間のむつ線が215万1,000円、むつバスターミ

ナルと泊車庫間の泊線が30万6,000円、むつバス

ターミナルと野辺地駅間の野辺地線が103万

9,000円、むつバスターミナルと尻屋間の尻屋線

が97万3,000円となっております。

以上でございます。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（松尾秀一） 保育所費における

5,625万円の減額補正の理由についてご説明いた

します。

これは、近川保育園を運営しております社会福

祉法人むつ市社会福祉協議会より当該保育園の改

築に伴う要望書及び整備計画の取り下げについて

公文書にて提出がなされたことから、補助の必要

がないものと判断いたしまして、5,625万円の減

額補正をしたものであります。

以上でございます。

〇議長（山本留義） 民生部長。

〇民生部長（奥川清次郎） じん芥処理費の決算見

込み5,653万5,000円の減額の理由についてご説明

をいたします。

内訳でございますが、入札執行残として需用費

のうち指定ごみ袋購入費、これが467万1,000円の

減額、委託料として一般廃棄物収集運搬業務委託

料、これは4,348万6,000円の減額、そして備品購

入費としてダンプの購入費、これが160万6,000円

の減額をしております。また、東日本大震災の影

響により予算執行が凍結となりました一般廃棄物

最終処分場の計量器修繕費とポンプ購入費、合わ

せて246万6,000円の減額をしております。このほ

かに負担金補助及び交付金のうち資源ごみ集団回

収の回収量が見込みより少なかったことにより、

資源ごみ回収奨励金について430万6,000円が減額

となってございます。

続きまして、し尿処理費負担金の決算見込みで

ございますが、3,467万7,000円の減額でございま

す。この説明でございますが、内訳といたしまし

て、人件費分として1,326万6,000円の減額、薬品

使用量や使用電気料の減少により1,507万4,000円

の減額、助燃剤再資源化委託料や各種装備、清掃

業務委託料等で2,762万8,000円の減、そして各種

工事の入札執行残等で629万7,000円の減となって

おり、構成市町村の合計で5,429万3,000円の減額

となっております。そのうちのむつ市の負担金分

として3,467万7,000円の減額となっております。

次に、むつ運動公園野球場の放射能汚染土を奥

内の一般廃棄物最終処分場に運搬処理する経費と

して4,541万1,000円を計上していることについて

でございますが、議員のお尋ねは商取引を例に、

不良品は交換補償が一般的ではないかとのお尋ね

でございますが、不良品となる原因が何であるか

によって取り扱いが異なるものと考えておりま

す。むつ運動公園野球場整備工事費において、工

事資材は工事仕様書に基づき製品検査や確認を行
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いながら施行して、このたび工事に使用した混合

土等の放射能汚染につきましては、東北地方太平

洋沖地震に起因したものであり、工事を発注した

市はもとより、受注者や原材料の生産販売者にお

いても、これもまた被害者であるとの認識をして

いるところでございます。工事資材の放射能汚染

の原因が福島第一原子力発電所事故由来によるも

、 、のであることから 工事請負契約書の定めにより

甲乙双方の責めに帰さない天災等に当たり不可抗

力であると判断し、国の契約事務手続に基づいた

事務処理を進めたものでございますことをご理解

賜りたいと存じます。

次に、むつ運動公園野球場の土壌の処理に当た

って市民に安全安心を担保するため科学的根拠を

示せとのことでございますが、むつ運動公園野球

場の土壌から放出される放射線量は、高いところ

で１日当たり0.46マイクロシーベルト、芝におい

ては１時間当たり0.12マイクロシーベルトでござ

います。いずれもむつ運動公園野球場の利用形態

からは国際放射線防護委員会が示す年間の線量限

度でございます１ミリシーベルトを下回っている

ことは何度か説明をしているところでございま

す。むつ運動公園野球場の混合土と張り芝の処理

につきましては、一般廃棄物として通常の処分が

可能と国・県の見解をいただいたところでござい

ますが、より一層の安全安心を確保するために、

環境省が示したガイドライン以上の措置を講じて

処分することといたしております。

その処分方法は、土を50センチメートル敷設し

てから放射能が混入したむつ運動公園野球場の土

壌を遮水シートで囲み水の浸入を防ぎます。さら

に50センチメートルの厚さで覆土し放射線量の低

減を図るものでございます。原子力災害対策本部

が示す市町村による除染実施ガイドラインによれ

ば、これは30センチメートルの覆土を行うことで

放射線量をほぼ100％遮蔽する効果があるとされ

、 。ており 安全を提供できるものと考えております

次に、安全対策をということでございますが、

運搬時の安全対策についてでございますが、むつ

運動公園野球場の放射能が含まれた土壌の運搬

は、ふたつきの車両、完全に密閉状態でございま

すが、これで土壌が飛散しないように、それ用の

車を使うということでございます。むつ運動公園

野球場の出入りの際には、これまたタイヤに土壌

が付着し道路に持ち込むことが考えられますこと

から、積み込む際には、先に掘削したところに鉄

板を敷き、その上を運搬車のみが走行するように

して付着を防ぐ、そのような対策を講じてまいり

たいと考えております。

搬出に際しては、さらに入念な対策を講じてま

いりたいと考えておりますので、ご理解を賜りた

いと思います。

もう一つ最後に8,000ベクレルの国の基準とい

うことでございましたが、これは先ほども若干触

れましたが、国際基準で示されております年間１

ミリシーベルトの基準をもとに国が放射性物質の

量を試算した結果が8,000ベクレルということで

あろうかというふうに考えております。

奥内地区、これは町内会ということではござい

ませんで、正確に申し上げると、奥内地区の９町

内会長さんで構成している奥内地域廃棄物処理施

設環境対策協議会というものでございます。この

中で誠心誠意説明を尽くしたわけでございます

が、この出席等につきましては、担当課長からご

説明申し上げたいと思います。

〇議長（山本留義） 市民スポーツ課長。

〇民生部副理事市民スポーツ課長（猪口和則） 部

長答弁に補足説明させていただきます。

説明会は２回実施しておりまして、２回とも２

名の欠席者がございました。ただし、同じ人が欠

席したものでありませんので、２回の説明会に出

、 、席できなかった方が１名おりまして 説明会の後
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１人の委員のほうへ、私のほうから説明に伺った

次第でございます。

以上です。

〇議長（山本留義） ６番。

〇６番（目時睦男） 今部長答弁に課長が補足をし

ていただいたのですが、了承できないというか、

そういう意見がなかったのかどうか、その部分に

ついては答弁ありませんでしたから、後でお知ら

せ願いたいと思います。

いずれにしても私はこの汚染土の運搬処理につ

いては慎重を期して、不安のないように市民の方

々に対処していかなければならない、このように

思うわけです。そういう意味で、対策協議会の方

々に説明をし了承を得たというようなことであり

ますが、今答弁ありましたように、２名の方が欠

席をしておったという、そういう状況も含めて考

、 、えたときに この周辺の市民の方々に住民説明会

そのような形での内容を説明して理解をしていた

だくという、こういう考え方でもって対処するべ

きと、このように思うわけですが、そういう点に

ついてどのように考えているのかお知らせを願い

たいと思います。

〇議長（山本留義） 民生部長。

〇民生部長（奥川清次郎） 協議会での説明会の内

容でございますけれども、これは決して賛否をと

ったわけではございません。最終的には、皆さん

がいろいろなご意見を述べられた中で、行政報告

の中でもお話ししましたけれども、さまざまなご

意見がございました。その中で協議会としては最

終的に協議会内部で話し合いの結果、了としてい

ただいたものでございます。

そして、欠席者につきましても、委任状で了解

をいただいた方もおりますし、また先ほど課長が

説明したとおり、別途ご説明に上がって、そのう

えで了解をいただいた方もおりますので、議員が

おっしゃるように、何人がどうのこうのというこ

とではございませんで、それは一部反対のご意見

の方もおられましたが、最終的には委員の話し合

いの中で了としていただいたというようなことで

ございます。私どもといたしましては、おおむね

了解をいただいたものというように判断をしてお

りますし、議事の中でもそのような判断をしてい

ただいたという内容になってございます。

次に、住民への説明ということで、行政報告の

中でもお話を申し上げましたけれども、例えば今

後撤去工事にかかるに当たって現場確認とか、こ

れは現場の状況を目で確認するというのもそうで

すし、放射線量をはかって確認しながら、工事を

、 、 、始める前 始めた後 それも確認していただいて

地域の皆様には説明を尽くしていきたいというふ

うに考えております。また、町内会は総会の時期

をこれから迎えるわけでございますので、場合に

よっては、要請がございます場合には、町内会の

ほうに出向いてご説明を尽くしてまいりたいと、

こういうふうに考えておりますので、ご理解を賜

りたいと存じます。

〇議長（山本留義） ６番。

〇６番（目時睦男） 最後要望でありますが、今部

長の答弁の中でおっしゃっていますように、この

協議会の方々の中で２回の説明会で反対の意見を

申し上げている方もあると、このようなことを説

明いただきました。最近いろんな形の中で説明責

任を問われるというか、そういうことが多く出さ

れているわけです。そういう面で、今部長が町内

会等から説明の要請があれば出向いて説明をして

いくというふうなことでのお話でありますが、行

政として住民の方々に出ていって説明をする、こ

ういう状況というのはぜひともやるべきだという

ふうなことを考えておりますし、そういう点で具

体的にこの運搬処理する前に住民合意を得るよう

な努力をしていただくことを要望して終わりたい

と思います。
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〇議長（山本留義） これで目時睦男議員の質疑を

終わります。

次に、２番横垣成年議員。

〇２番（横垣成年） ２点ほどお願いいたします。

まず、24ページのほうのオフサイトセンターの

建設事業費が減額になっていると、７億1,283万

7,000円という、これについてちょっとお聞きし

たいと思います。ということは、このオフサイト

センターの今後はどうなるのかというのをお聞き

したい。

それと、当初はこれと一緒にむつ市の防災拠点

施設を併設するというふうな予定でしたので、今

までの説明だと、そのまま貯水槽だとかそういう

のは整備していくということでありますが、その

防災拠点施設のあり方も含めてどういうふうにこ

れから進むのかというのをお聞きしたいなという

ふうに思います。

２点目ですが、下北医療センターのほうの負担

金のほうです。１億7,583万5,000円、自家発電の

整備事業ということで今まで説明もありました

が、むつ市の負担が１億7,000万円ですから、下

北医療センターはほかの町村も加盟しております

から、全体としてはもっと大きな規模の事業だと

思いますが、これはかなり規模が大きいなという

ふうに思いますので、やっぱりこういう規模でな

くてはいけないのかというのをちょっとお聞きし

たいと思います。

それと、こういうふうに金額が大きいので、若

干ちょっと国の補助金も何か確定したような答弁

もありましたが、この補正予算書だと全部地方債

ということで財源が説明されておりますので、国

・県のそういう補助金がないという意味で地方債

に全額財源書いているのかどうか、ここのところ

もう一度説明をお願いしたいなというふうに思い

ます。

以上です。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 横垣議員のオフサイトセン

ター、この部分についてお答えをいたします。

このオフサイトセンター、国からの形の中で今

回は建物自体を減額いたしました。この部分にお

いては、使用済燃料中間貯蔵施設、リサイクル燃

料備蓄センターと申しますか、この施設を対象と

したものでありまして、この中間貯蔵施設の稼働

に合わせて設置するということになっておりま

す。その意味からして、このプランが出た段階で

原子力安全・保安院のほうからこういうふうなお

話がございました。中間貯蔵施設が稼働する前に

オフサイトセンターを建てて、そしてそこで市長

が先頭になって市民に対しての防災訓練、これを

実施してほしいと、実施するべきであるというふ

うなお話がございましたので、当市としてオフサ

イトセンターの建設に向けて議会手続を経てこう

いうふうな形になって、向かい側の土地に建てま

しょうというふうなことでご提案して当初予算等

々もご協力をいただいた次第でございます。

しかしながら、この福島第一原子力発電所の事

故、これを受けまして、国の原子力安全委員会、

この中でオフサイトセンターのあり方、これがそ

のもののあり方ということで検討が進められてお

るところであります。これは、福島第一原子力発

電所のあの事故の際に、近隣の、かなり隣接して

いるオフサイトセンターが稼働しなくて、稼働し

たのですけれども、避難せざるを得なかったとい

うふうなことで、福島県庁のほうに移動したとい

うふうな形の中で、近ければだめなのではないか

というふうな議論がなされて今進んでいるようで

。 、 、ございます しかしながら 私といたしましては

これは原子力発電所事故にかかわるオフサイトセ

ンター、このあり方については、当然近場にも必

要であります。そして、それが前戦基地となって

役割を果たしていかなければいけない。そして、
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それがもし撤退というふうなことになったときに

は次のオフサイトセンター、後方にあるオフサイ

トセンター、これでカバーをしていくべきであろ

うというふうな思いを今いたしております。そし

て、先般も８市町村長連絡会議がございました。

その部分ではオフサイトセンターの連携を深める

べきであるというふうなことも話し合っておりま

す。その意味からしては、むつ市のこの市役所の

向かいに建設が当初予定されておりますオフサイ

トセンター、この必要性は私は何ら変わるものは

ないものと、このように思っておりますので、今

後ともこの要望、予定していた土地へのオフサイ

トセンターの建設、これは市民の安全安心のため

には必要なものであるということで要望は続けて

いきたいと、このように思っております。

さらに、市の防災施設の機能を持たせるという

ふうなところも、当然そのオフサイトセンターの

中に抱き合わせて、しっかりとした防災センター

を確立していきたいという気持ちには今のところ

変わりございません。

〇議長（山本留義） 財務部長。

〇財務部長（下山益雄） 市長答弁に補足してご説

明申し上げます。

下北医療センター負担金のうち自家用発電機等

はどのような規模かというふうなことのお尋ねで

ございます。まず、むつ総合病院に配備予定の自

家発電設備の規模についてですけれども、750キ

ロボルトアンペアの設備を２台備えることとして

ございます。これによりまして、むつ総合病院、

全館の電力を３日間分これで賄うことができると

いう程度のものでございます。また、経費の積算

につきましては、専門の業者さんから見積もりを

いただきまして、それを市の建設部の技術担当に

確認を経ておりますので、適切なものと考えてご

ざいます。

また、財源についてでございますけれども、下

北医療センターにおきましては、国の第３次補正

を受けまして、補助事業としてこの事業を実施す

るものでございます。総事業費としては、約２億

7,000万円ほどの事業費となってございます。

補助はないのかということですけれども、その

分の約１億円は、国・県から補助をむつ総合病院

が受けると。２億7,000万円の総事業費に対しま

して、むつ総合病院で１億円の補助を受けて、残

りの１億7,000万何がしかを市が繰出金として出

すということでございます。それで、なぜむつ総

合病院の負担がないのかということになろうかと

思いますけれども、それは災害拠点病院のその救

急医療に対する経費については一般会計が負担す

るのですよというふうな繰り出し基準がありまし

て、そのためにむつ市が補助裏分の一般財源分を

100％繰り出しすると、そういう趣旨でございま

す。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） まずオフサイトセンターの部

分ですが、今までどおりの形になるように要望は

していくということでありますが、そこで防災拠

点施設を併設する、これがかなり私は気になる部

分なのです。というのは、この要望がすぐかなえ

られればいいですけれども、１年も２年も先にな

る場合に、その期間防災拠点施設がつくられない

わけです。その場合、何かあった場合、どこが防

災拠点施設になるのかということなのです。

私これ当初抱き合わせのときいろいろ質問し

て、やっぱりそういうやり方はつくられるまで空

白期間があるからやめたほうがいいということを

何回も提案しているのですが、今の場合、やはり

発想の転換で、いつ、あしたまた同じような地震

が来るかもしれないという状況ですよね、今の日

本は。そういう場合に、要望がかなうまで防災拠

点施設はつくらないと。今現在市役所はそれなり

の設備は整っていると言うけれども、それなりで



- 94 -

すよね。だから、やっぱりきちんとした施設を今

すぐにでも整備しなくてはいけないのではないか

なと思いますので、そこのところを再度ご答弁を

お願いしたいと思います。

それと 下北医療センターのほうですが 750キ、 、

ロボルトアンペアが２基で３日間だけというのが

ちょっと物足りない、これで２億7,000万円もす

るのかなと。もう少し３カ月とか４カ月ぐらい稼

働できるようなものを、やっぱり３日間だけとい

うのは余りにもお粗末な設備でないかなと思いま

、 、すので もうちょっと精査できないものかどうか

そこのところをもう一度答弁お願いいたします。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 横垣議員の言葉の端々にき

ちんとした防災施設をつくるべきだというふうな

お言葉、心強く感じた次第でございます。ありが

。 、とうございます しっかりと対応していきたいと

このように思います。

ただ、昨年の3.11の際も、そして先般の2.1暴

風雪の際も、市役所の中で対策本部、これを設置

し、さまざまな対応をいたしました。しかしなが

ら、これ新たな施設ができるまではここの部分で

しっかりと対応していかなければいけないものだ

と、このように思います。議会のご理解もいただ

いてさまざまな設備が整い始めてきております。

それをフルに何かあったときには活用するような

施設、これは最終的に目指していますけれども、

それまでの間、この市役所の庁舎の会議室を使っ

たり、そしてまた防災政策課の周辺、そして庁議

室、さまざまな場所を使いながら対応をしてまい

りましたし、これからもオフサイトセンターとあ

わせて防災施設、拠点施設ができるまでは万全の

体制をとっていきたいと、このように思っており

ます。

また、むつ総合病院非常電源の部分でございま

すけれども、３日間というふうな、大体24掛ける

３、72時間程度である程度のことは次の体制はと

れるものと、こういうふうな思いをいたしており

ます。これまでの例では、福島の場合はかなりの

長期間にわたっての停電等がございましたけれど

も、当然それはさまざまな関係機関からの電源の

確保だとか、そういうふうな部分については医療

施設ですので、その部分での対応はなされるもの

と、このように思っております。これを３カ月、

４カ月というのは、それだけのものがあるのでし

ょうか。ないというふうな専門家のお話が、今議

場のほうから聞かせていただきましたけれども、

そういうふうなところでございますので、この部

分で患者さんたちの命をしっかり守るために３日

間、４日間、そのくらいの分はしっかりと確保し

ていきたいと。

今現在あるもの、かなり老朽化しておりますの

で、これを新たに更新、全部古いものを捨ててし

まうというふうなことではなくて、これを延命さ

せていきながら、さらに新しいものを備えていく

というふうな体制になろうと、このように思いま

す。

〇議長（山本留義） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

次に、14番浅利竹二郎議員。

〇14番（浅利竹二郎） 関連議案でも取り上げられ

ておりますけれども、お尋ねします。

11ページ第７目の特定防衛施設周辺整備調整交

付金についてでありますけれども、まず基本的な

ことから、特定防衛施設ということに対して交付

される交付金、これは具体的に特定防衛施設とい

うのはどういうことを指しているのでしょうか。

〇議長（山本留義） 財務部長。

〇財務部長（下山益雄） お答えいたします。

特定防衛施設とはどういう施設かというふうな

ことでのお尋ねでございます。防衛施設のうち、

その設置または運用がその周辺地域の生活環境、
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またその周辺地域の開発に及ぼす影響の程度、範

囲等を考慮しまして、市町村が公共用の施設の整

備等について特に配慮する必要があると認められ

る防衛施設というふうなことでの定義づけがなさ

れてございます。具体的に申し上げますと、うち

のほうではないのですけれども、ターボジェット

発動機を有する航空機の離着陸が実施される飛行

場とか、それから砲撃または航空機による射撃も

しくは爆撃が実施される演習場、それから港湾、

その他政令で定めるものというふうなことになっ

てございます。私どものほうは港湾というふうな

ことでの位置づけであろうかと思います。指定と

いたしましては、大湊港に所在する防衛施設とい

うふうになってございます。

以上です。

〇議長（山本留義） 14番。

〇14番（浅利竹二郎） それで、ことしは倍増、当

初予算が5,900万円ということだったのですけれ

ども、6,600万円ほど補正がついていますけれど

も、これはどういう理由で倍増ということになっ

ているのでしょうか。

〇議長（山本留義） 財務部長。

〇財務部長（下山益雄） お答えいたします。

まず、調整交付金の配分についてでございます

けれども、その算定は防衛施設の面積、それから

運用の形態、この運用の形態というのは、私ども

で言いますと、艦船等の入港状況とか、あるいは

訓練等の状況もすべて含むということですけれど

も、そういう体制、それからその変動、それから

市町村の人口、人口密度等さまざまな要因を複合

的に勘案して算定されるものとなってございま

す。

算定方法の詳細につきましては明らかにされて

おりませんので、その倍増となった理由につきま

しては、１つには国の調整交付金の予算が平成

22年度の139億円から平成23年度では195億円と

56億円、率で言いますと約40％ですが、４割強伸

びてございますので、そういう影響、あるいは護

衛艦の配備が大型に変わったこと等が、その算定

要素に加えられたものではないかというふうに推

測してございます。

〇議長（山本留義） 14番。

〇14番（浅利竹二郎） 予算が56億円ほど多くなっ

たということのほかに護衛艦が大型化したという

ことですので、そうしますとこの交付金について

は継続して今後ずっと期待できる交付金なのでし

ょうか。

〇議長（山本留義） 財務部長。

〇財務部長（下山益雄） お答えいたします。

我々もそういう点では今後継続的に増額になる

ということを期待するところでございますけれど

も、何しろ国の調整交付金の予算規模によるとこ

ろが非常に大きな要素になるものでございますの

で、もう一つはその算定の根拠がいま一つ明確に

されていないというふうな点等もありまして、過

大な見込みはできないものと考えてございます。

議員仰せのとおり、増額が今後続けばありがたい

話だというふうに思ってございます。

以上です。

〇議長（山本留義） これで浅利竹二郎議員の質疑

を終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

。 。ほかに質疑ありませんか ５番川下八十美議員

〇５番（川下八十美） 私の議員気質からして、こ

ういう議案に対する質疑は好まないのであります

けれども、なぜかというと、私はあるときの議会

運営委員会で、議案に対する質疑は通告制にして

おりますものですから、議長の口述から「ほかに

ありませんか」という通告以外の質疑を受けるべ

きではないと、こういうことを主張して議会運営

委員会で検討していただきたいということを申し

出たことがありますが、今日今なおそれが今まで
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どおりということでありまして、さらにこの議案

に対しても議長から「ほかに質疑ありませんか」

というご配慮をいただきましたので、あえて質疑

させていただきます。

ということは、今の補正予算の中にいわゆるむ

つ運動公園野球場の放射性物質撤去費用4,541万

1,000円計上され、２月24日の行政報告の中で、

私も質疑させていただきましたけれども、私もあ

の時点では、これはよしとしていかなければなら

ないことだという発言をさせていただいておりま

した。前段の議案に対する通告が３月１日の５時

までということでありましたので、私は控えてお

ったわけでありますが、さきの民生部長の報告の

中に具体的に出てきておりましたけれども、２月

24日の行政報告の中で、奥内地区の関連町内会長

で構成する協議会の中では了とされたという発言

がありました。だから私もよしとしておったわけ

でありますが、しかしその後反対をされた町内会

長さんから私のところへ直接電話がありました。

、「 、その方は その会合で堂々と私は反対したのだ

これはだめだ」と。ただ、条件つきでコンクリー

トを回した形であれば賛成するけれども、現状で

は反対だという町内会長さん。具体的には２人の

町内会長さんが反対。１人の町内会長さんは、病

気のため欠席された。

こういう状況の中で、協議会で了とされたとい

う２月24日の行政報告であったわけですから、こ

れは私の情報不足で、それを自分自身も了として

おったわけでありますけれども、その後やっぱり

直接その会合に参加している町内会長さん自らが

私に対して反対をしている、これは絶対だめです

よと。それだけではない。今市長、この奥内地区

の一般廃棄物最終処分場にこれを埋め立てするこ

とに対して、住民からの反対運動が起きますよ、

はっきり言って。

、 、 、きのう おとといも 私はあるところのお通夜

百カ日で、立・農業委員会会長さんとも一緒であ

りましたけれども、今農業委員会でこの問題が取

り上げられるということになろうかと思います。

なぜならば、確かにこの放射性物質は、人体に影

響がない程度のものであろうかと思います。しか

し、今の東北の各地区における放射性物質、瓦れ

きの問題も、人体に影響ない程度だとはいいなが

らも、放射性物質が含まれておるということに対

しては、住民がその不安から受け入れを拒否して

いるわけでしょう。そうなると、あの一般廃棄物

処分場に入れることによって、一番風評被害を受

けるのが農家なのです。

それに、私も２月24日の日も申し上げましたけ

れども、浜奥内地区には、もう旧処分場の汚水の

関係で水質が細菌がオーバーしている。これが陸

奥湾のホタテ、ナマコの形にいくようなことにな

れば……

〇議長（山本留義） 川下議員、その辺の発言には

気をつけてください。

〇５番（川下八十美） いや、わかっています。私

が言いたいのは、この予算書の背景になるものを

きちんとしたうえで我々はこの予算書を議決しな

ければいけないわけだから。だから、この背景に

なるものが答弁の中で、我々議員もそうです、２

月24日の説明では、私はよしとしていました。し

かし、今の説明では違うでしょう。１人でも２人

でも、少なくとも２人の方が協議会の中で反対し

ている方が現実においでになるわけだから、協議

会で、たとえおおむねよしとしたとしても、これ

を予算計上するということは、私はこれは早計だ

と思います はっきり言えば ただ この平成23年、 。 、

度の補正予算案は、除排雪も一緒になってきてい

るから、非常に私にとってはいたしかゆしだ。だ

けれども、これを、この予算をきちんと私たちが

審議して賛成していくには、今言った背景を行政

のほうで、特に奥内地区の町内会の方々にもっと
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もっと、協議会だけではなくして説明をしていく

という姿勢をとらなければ、これは私は議員とし

ても、自分だけの判断しますけれども、その形が

私は足りないのではないかと思います。そのうえ

で、背景をとったうえでこの予算計上してくるの

、 。であれば これは私ももろ手を挙げて賛成します

だけれども、24日の説明と今の説明では違うので

はないですか、はっきり言って。私も言いたくな

かったけれども、目時議員の質疑の中で出てきた

から、それでも足りない。だからあえて私は発言

するのです。どうですか、この辺は。

〇議長（山本留義） 川下議員、先ほどの川下議員

の発言の中で、浜奥内の地下水の放射能の関係、

その辺の発言は、地元でもやっぱり川下議員が言

っているように、ホタテ産業もしています。そう

いう意味では、逆にこの公共の場でそういうこと

を発言することによって風評被害のもとになりま

すので、その辺の先ほどの発言は取り消してほし

いなと思いますけれども。

（ 議長」の声あり）「

〇議長（山本留義） はい。

〇５番（川下八十美） 私が発言しているのは、こ

の前24日の行政報告で報告を受けたのと、水質検

査で浜奥内地区の水質の値がほかよりも高いとい

う報告を受けたでしょう、議長も。そのことを言

っているのだよ。旧処分場からの排水の浜奥内地

区の飲料水の値が高いということの報告を受けた

でしょう。その現況が旧処分場からの状況がある

のだと。それにさらに今のところに埋めるわけだ

から、そういうことを懸念した形でやらなければ

だめだということを言っているのです。

〇議長（山本留義） それは理解するのですけれど

も、ただそれが因果関係が、処分場の因果関係か

どうかわからない状況の中で、私は地元の漁師の

ことを考えれば、そういうのは風評被害に当たれ

ば困るので私発言していまして、その辺は……。

（ ちょっと」の声あり）「

〇議長（山本留義） はい。

〇５番（川下八十美） 議長と議論する気持ちは毛

頭ないけれども、私たちは水質検査の結果の報告

を受けているわけだから、そのことを指摘してい

るのです。何も今の放射性物質によって浜奥内の

あれが、懸念はされますよ、はっきり言って。そ

ういうことを言っているのだ。

（ 議長、暫時休憩して話ししな「

ければだめだ。本会議でこう

いうことやっているのなら。

暫時休憩しろ」の声あり）

〇議長（山本留義） 市長、答弁ありますか。

民生部長。

〇民生部長（奥川清次郎） まず、議員お尋ねの協

議会の中身、行政報告と話が違うではないかとい

うようなお尋ねでございますが、先ほども若干う

ちのほうの課長から話をいたしましたが、協議会

は２月３日と９日、２回開催してございます。こ

れは、民生部が事務局となっておりますものです

から、当然協議会を開催するに当たっては、その

中で出たご懸念とか課題とか、そういうのに対し

ては、一つ一つ解決策等を提案しながら会議を進

めているわけでございます。

先ほどのコンクリートでの擁壁というような話

もございましたけれども、それにつきましても、

流出防止という観点からのお尋ねでございました

ので、例えばのりの角度を調整するとか、そうい

うことで、さらにのりには芝といいますか、草の

種をまいて流出を防止するとか、はたまたこれは

数日前に確認できたものですけれども、そもそも

最終処分場にはそういうコンクリートの構築物と

いうものは、これは処理法の法のうえでそういう

構築はできないということもございますので、そ

ういう中ですべてのご懸念に対して答えをご提供

させていただきまして、そしてなおかつ私たち事
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務局が外れた形で協議会の中で議論をしていただ

いた結果、最終的に協議会としての結論は了だと

いうことでございましたので、私どもとしてはそ

れを根拠にさせていただいておるということでご

ざいます。

、 、もう一つ 風評被害ということにつきましては

私どもいろいろこれは正確な情報を市民に適切に

伝えていくということで、その風評被害というの

ができないように行政としては常に市民、これ市

民全体でございますが、情報を提供していきたい

と。そういう意味では、処分場に処分する前、事

後においても、その放射線の検査等を適切に行っ

て市民に公表してまいりたいと、そういうふうに

考えてございます。

そしてもう一つ、この安全対策、安心対策とい

、 、うものですけれども 先ほども若干触れましたが

運ぶ車については、ふたが確実にされる荷台を持

っている車で対応しますし、またタイヤ等に付着

したものについては、当然ながら場合によっては

水の洗浄機というもので運動公園の中で洗浄する

とか、とにかく野球場以外には出ないような方策

といいますか、そういうものも対応策を考えてご

ざいますし、それもすべて市民に公表していくこ

とで風評の部分にも対応してまいりたいと、こう

いうふうに考えてございますので、ご理解を賜り

たいと存じます。

〇議長（山本留義） ５番。

〇５番（川下八十美） 少なくとも私はこの補正予

算を議決して、それに参加する以上は、また提案

してここに上げてくる以上は、それなりの住民対

、 。策をして そして上げてくるべきだと思うのです

私だってこの問題には真剣に取り組んでいるので

す。だが、行政報告として２月24日に出て、即補

正予算なわけです。だから、それは提案の趣旨か

らしてはそうだろうと。だけれども、運動公園野

球場のあの放射性物質の土が表面化されたとき

に、あのむつ運動公園の関連の町内会、下北文化

会館でもやったと思う、５回ぐらいやっているの

。 、 、ではないですか なぜ今回 それでは奥内地区の

少なくとも奥内町内会を中心に、１回ぐらいは、

近隣町内会お集まりいただいても、これは今反対

運動が起こると、協議会の会長さんや町内会長さ

んの責任が問われることになってくるのです、だ

んだんに。そういう協議会を盾にと言えば失礼で

すけれども、それがおおむね了として市のほうで

この提案をしたということだと。市長が言われる

住民一人一人のあれが崩れるのだよ。この住民一

人一人が立ち上がると、その協議会に、町内会か

ら出ている代表の責任も問われることになる。そ

れを押しかぶせることになるのです。

そうではなく、やっぱり市としても、私は１カ

所、２カ所で、多くは言わない。少なくとも奥内

町内会を中心に何カ所かの、大した遠いところで

はないから、この住民説明会だけはやって、そし

て予算のあれを責任持って対応するという形をと

らなければ、少なくとも私は議員としても住民か

らそういう声があれば、やっぱり考えなければい

けないことが出てくるのです。その辺はどうです

か、これから。過般山田地区、運動公園では５カ

所もやっているわけだから、入れることには説明

は町内会長さんたちだけということではなしに、

少なくとも奥内町内会を中心とした関係町内会を

お願いして説明会やる、そういう姿勢があります

か。

〇議長（山本留義） 民生部長。

〇民生部長（奥川清次郎） １点目の運動公園周辺

の町内会、山田町地区とかそういう地区に対しま

しては、私ども春の説明会の段階で、この搬出先

とか処理方法等が御議決をいただき、そしてその

方向性が確定した段階においては、当然ながらさ

まざまな広報手段を使って地域住民の皆様には広

報するということにしてございます。また、奥内
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地域の皆様につきましては、これも行政報告の質

疑の中で若干触れた経緯がございますが、この種

のたぐいのものというのは、当然ながら市民だれ

でも、これはたとえゼロでない限り、基準値を下

回っているものであっても、これはもう当然なが

ら嫌なものであるということは間違いないわけで

ございます。

最終的には、１月１日の法の施行の中で、今ま

でいろいろな検討をしてございましたが、最終処

分場しかないというぐらい選択肢がもうない中で

の、これは全く地区に対してのお願いでございま

した。そういう趣旨のものでございますから、こ

れはこの協議会の委員の皆様のご尽力に頼るしか

ないのだというような判断のもとに協議会にご提

案申し上げてご協力を仰いだという経緯がござい

ます。

そしてその結果、こうしてご提案申し上げてい

るわけでございますが、当然ながら可視、目で見

るという形ででも地域の皆様、これは場合によっ

ては山田町町内会の皆様も同じでございますけれ

ども、事前に、例えば野球場の雪が解けた段階で

は、目で見て放射線濃度を測定器で確認していた

だいて、最終処分場でも埋設後の放射線の量を皆

さんの前でともに確認することで説明を尽くして

いきたいと、このように考えてございますので、

ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） ５番。

〇５番（川下八十美） 私も民生福祉常任委員会に

所属しておりますから、前回の委員会でも、この

覆土の関係から今の廃棄物を現場検証しようとい

うことで話し合ったのですが、今雪があって６月

に延ばそうということに委員会ではなっているわ

けですけれども、市長、やっぱり南通り地区、今

のし尿処理からごみの問題、処分場、南通り地区

の人たちは、運動公園の周辺の人たちには説明を

して、私たちには、たとえ同じものであったとし

ても、入れることに対して何ら説明もないという

ことは、やっぱり市民感情として、同じ市内の市

。 、民同士でそういう形が出てきているのです 市長

どうです、今言うように、奥内地区で南通り、そ

んなに広くありません。１回やっぱり住民説明会

を、これはこれとして今提案されているわけだか

ら、私も責任持って対処します。そういう形で市

民に対してきちんと対応していくという姿勢でこ

の補正予算を提案していくと。こういう形で、市

長、どうですか。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 協議会のほうには、十分誠

意を持ってご説明を申し上げ、そしてさまざまな

対応策、例えば先ほど担当からお話がございまし

た。その場所ではコンクリートで擁壁をつくって

囲ってしまえとかというふうなご提言もあったよ

うに、その部分は聞き及んでおります。しかしな

がら、トータルとして了というふうな結果の報告

を受け、そして、いや本当に理解をしていただい

て感謝すると、感謝したいというふうな形で、そ

の前提のもとでこういうふうな形で補正予算を提

出させていただいた経緯がございます。この部分

においては川下議員、その協議会の方々、代表の

方々に対するお気持ち、そういうふうなところが

あろうかと思いますので、この部分については御

議決いただいた後も誠意を持って私は対応させて

いただきたいと、このように思います。

〇議長（山本留義） これで川下八十美議員の質疑

を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第22号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第22号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います
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これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第22号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第22号は原案のとおり可決されました。

ここで午後３時10分まで暫時休憩いたします。

午後 ２時５８分 休憩

午後 ３時１０分 再開

〇議長（山本留義） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎会議時間の延長

〇議長（山本留義） 本日の会議時間は、議事の都

合により、あらかじめこれを延長いたします。

◇議案第２３号

〇議長（山本留義） 次は、日程第23 議案第23号

平成23年度むつ市国民健康保険特別会計補正予算

を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。２番横垣成年議員。

（ ） 、〇２番 横垣成年 この平成23年度の補正予算で

結果的にどの程度黒字になるのかというのはまだ

まだわからない時期であるかもしれませんが、大

体でよろしいので、お知らせいただければと思い

ます。

この補正予算の当初の赤字だと５億1,000万円

の赤字から出発しているということで、これがど

の程度解消する見込みなのかというのも含めなが

ら答えてもらえればというふうに思います。

あと、他会計の繰り入れが114万8,000円ふえて

いて４億3,101万円というふうになっていること

も見れば、この平成23年度が赤字なのかなという

ふうにも考えられるし、支出が２億円以上減って

いるというのに、もし赤字となれば何かまた変だ

なというふうにも思いますので、そこら辺も含め

てお答え願えればと思います。

〇議長（山本留義） 民生部長。

〇民生部長（奥川清次郎） まず、平成23年度はど

の程度の黒字になる予定かについてでございます

が、歳出では一番大きい医療費の支払いがあと３

カ月分残っておりますし、歳入では保険税が５月

にならなければ確定しません。現段階では、具体

的な数字は出せないということをまずご理解をい

ただきたいと存じます。

次に、他会計繰入金についてでございますが、

低所得者に対する保険軽減分を繰り入れする保険

基盤安定繰入金及び保険者の特殊事情により地方

交付税に算入される財政安定化支援事業繰入金等

でございまして、赤字分の繰り入れということで

はございません。増額となってございますのは、

未就学児等の医療費を現物給付することによって

生じる国庫負担金等の減額分を第５節に新たに計

上し 第１節から第４節までの増減と合わせ114万、

8,000円の増額となったものでございます。

また、歳入歳出とも２億7,747万5,000円の減額

補正となっておりますのは、歳出では主に医療費

の減額によるものであり、歳入ではそれに伴う国

庫支出金の減額によるものでございますので、ご

理解賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。
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ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第23号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第23号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第２４号

〇議長（山本留義） 次は、日程第24 議案第24号

平成23年度むつ市介護保険特別会計補正予算を議

題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。13番濵田栄子議員。

〇13番（濵田栄子） 議案第24号について質疑いた

します。

平成23年度むつ市介護保険特別会計補正予算で

すが、先ほど介護保険では議案第９号でも介護保

険料の審議がなされたところでございますが、２

点ほどお尋ねいたします。歳入では１点、歳出で

は２点お尋ねいたします。

歳入の第１款第１項の保険料ですけれども、合

計で８億4,955万1,000円になっておりますけれど

も、これは旧町村別にお知らせ願いたいと思いま

す。そして、利用している人数と納めている人数

をお伺いいたします。そのパーセントもお伺いい

たします。

次に、歳出ですけれども、第２款第１項の

9,176万5,000円増額になっておりますけれども、

これは利用する人数がふえたのか、また介護度が

上がったのかということをお聞きいたします。

それから、第２款第２項の介護予防サービス等

の諸費ですが、1,245万1,000円追加になっており

。 、 。ます これは 新しいメニュー等が行われたのか

３点についてお聞きいたします。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（松尾秀一） お答えいたします。

まず、旧市町村ごとの介護保険料を納めており

ます第１号被保険者であります65歳以上の人数に

ついてでありますが、平成24年１月時点で旧むつ

地区は１万699人、旧川内地区は1,721人、旧大畑

地区は2,651人、旧脇野沢地区は741人となってお

り、むつ市全体では１万5,812人となっておりま

す。

次に、居宅サービス、地域密着型サービス、施

設サービスなどの介護保険サービスを利用してい

る人数につきましては、旧むつ地区は1,952人、

旧川内地区は314人、旧大畑地区は383人、旧脇野

沢地区は122人となっており、増加傾向で推移し

ております。また、サービス利用割合につきまし

ては、旧むつ地区と川内地区が18.2％、旧大畑地

区が14.4％、旧脇野沢地区が16.4％となっており

ます。

次に、介護サービス給付費増額についてのお尋

ねでございますが、これにつきましては、施設介

護サービス給付費、いわゆる特別養護老人ホーム

を初めとする介護保険３施設の保険給付費であり

ますが、増額した理由につきましては、平成22年

度に施設整備いたしました特養25床の増床分に伴

う介護給付がいわゆる固定的な給付として平成

23年度以降に定着したことから、予想以上に施設

給付費が伸びたことによるものでございます。

また、歳出の介護予防サービスの新事業につい

てのお尋ねでございますが、今回の補正の趣旨に

つきましては、あくまでも決算見込みによるもの

でございまして、当初予算と比較いたしまして、

特に新しい事業の追加等はございませんので、ご

了承願います。

以上でございます。

〇議長（山本留義） 13番。

〇13番（濵田栄子） 介護保険全体としては52億

9,070万3,000円ということです。もちろん国庫支
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出金、県支出金の補助を受けての事業でございま

すが、これは市民税、一般市民税約57億円に匹敵

するほどの事業でございます。年々増加傾向にあ

り、本当に肉親を利用させていただいている者と

してはありがたい事業でございますが、お元気な

お年寄りには負担がどんどんふえている事業でご

ざいます。今旧市町村別にお伺いしましたのは、

その生活スタイルによりまして、もしかしたら介

護にならない予防できる施策があるのではないか

。 、なと思いましてお聞きいたしました 脇野沢地域

大畑地域は、川内地域と旧むつ市より若干パーセ

ントにして低い傾向にございます。限界集落と言

われる集落にお伺いしたときに、やはり元気なお

年寄りが目につきました。脇野沢地域におきまし

ては、焼干をつくっている高齢者の方、また大畑

地域におきましては、ふのり、昆布拾い等をして

いる地域の方ということで、やはりその生活スタ

イル、介護予防支援事業にもう少し工夫を凝らし

てもいいのではないかなと思いまして、きょう質

問いたしました。

以上でございます。

〇議長（山本留義） これで濵田栄子議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第24号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第24号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第24号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第24号は原案のとおり可決されました。

◇議案第２５号

〇議長（山本留義） 次は、日程第25 議案第25号

平成23年度むつ市下水道事業特別会計補正予算を

議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第25号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第25号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第２６号

〇議長（山本留義） 次は、日程第26 議案第26号

平成23年度むつ市水道事業会計補正予算を議題と

いたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第26号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第26号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。
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◇議案第２７号～議案第３４号

〇議長（山本留義） 次は、日程第27 議案第27号

平成24年度むつ市一般会計予算から日程第34 議

案第34号 平成24年度むつ市水道事業会計予算ま

での８件を一括議題といたします。

これより質疑に入りますが、ただいま一括議題

といたしました８議案については、それぞれ区分

して質疑を行いますので、ご了承願います。

まず、議案第27号 平成24年度むつ市一般会計

予算について質疑に入ります。

質疑の通告がありますので発言を許可します。

12番斉藤孝昭議員。

〇12番（斉藤孝昭） 議案第27号 平成24年度むつ

市一般会計予算について、できれば総括的な質疑

、 。にしたいと思いますので よろしくお願いします

まず歳入についてであります。地方財政計画に

よれば、地方税0.8％増、地方譲与税４％増、地

方交付税0.5％増で、地方特例交付金、国庫支出

金、地方債などは減額と減少するとしています。

むつ市の平成24年度の予算編成に当たっては、年

少扶養控除などが廃止され、増収要因であります

、 、 、 、が 景気 雇用の悪化で個人住民税 固定資産税

都市計画税などの減収が見込まれると思います。

そこで、年少扶養控除の廃止や個人住民税均等

割引き上げ、さらに退職所得の住民税控除の廃止

など、歳入がふえる一方で、今後の住民負担がふ

えることによる影響をどのように考えているの

か、まずは所見をお伺いいたします。

歳入を確保するため、市税等の徴収率の向上を

うたっておりますが、前に述べたように住民負担

はふえる中で徴収率の向上の具体策と目標設定を

しているのであれば、それをお知らせください。

遊休資産の売却については、毎年度歳入で見込

んでおりますが、市が持っている資産がどこにど

んなものがあるのか整理し、処分の対象とするこ

とが必要と思っております。具体的な手法を検討

しているのであればお知らせください。

次は、歳出についてであります。各事業につい

ては、単に前年度からの踏襲の編成ではないと思

いますが、事業の効果や成果をどのように分析し

ているのかお知らせください。

さらに、基本構想、基本計画、実施計画、各事

業計画などの短期や中長期的計画との整合性はど

うなっているのでしょうか。厳しい財政状況下で

計画どおりいかないこともあると思いますが、住

民要望の実現は行政の大命題であります。そこを

どう打開しようと考えているのかお聞きいたしま

す。

平成23年に公布された地域主権一括法ですが、

本年４月より本格的に住民に直結する権限が国か

ら順次移譲されます。いわゆるこの一括法に基づ

く権限の移譲について準備をし、条例制定の作業

をしなければならないと思いますが、市の実情に

合った基準とするのか、従来の基準をそのまま使

。 、うのか いずれ根拠や背景を説明する必要があり

さらに専門的な知識が求められる事務も想定され

ます。そこで、この権限移譲を目前にし、職員体

制はどのように考えているのかお知らせ願いま

す。

また、場合によっては退職職員を臨時的に再雇

用するなどの検討もしなければならないと思いま

すが、そのところの意見等がありましたらお答え

をお願いしたいと思います。

以上です。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 斉藤議員の総括的なお尋ね

ということで、４番目、５番目、これ関連します

ので、ずらりとご答弁をさせていただきたいと、

こう思います。

まず、事業の効果や成果をどのように分析し、

想定しているのか、さらに基本構想、基本計画、

実施計画、各事業計画との整合性、そして厳しい
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財政運営の中で計画どおりいかない状況と思うが

というふうな非常におもんぱかってのご発言がご

ざいました。そのとおりでございますけれども、

るるお話をさせていただきたいと、このように思

います。

効果、成果というふうなことでございますけれ

ども、私は就任以来、市長への手紙だとかおでか

け市長室、そしてまた出前講座、町内会や連合会

の方々とのお話し合い、さまざまな形の中で市民

の皆さんのご意見を聞くという姿勢、これに努め

てまいりました。その中での貴重なご意見という

ことを行政に反映していくというのが私の理念で

あり、そしてそれを基本に据えながら平成24年度

の予算編成、これに取り組んだところでございま

す。

その中において、行政評価制度の提言を受けた

ものは新年度予算要求にどのように反映させた

か、そしてその対処方法、これにも言及すること

ということの指示を出しました。また、各部局に

対しましては、その行政評価制度の意義や提言、

これを重視するように促し、予算編成においても

ＰＤＣＡサイクル、この充実に努めながら、事務

事業における効果及び成果を予算に反映させたと

いうところで予算を組ませていただきました。

既存の事業の見直しということを図るために

は、さらなる方策として事業のスクラップ化、こ

れを前提とした新たな事業の提案、スクラップ・

アンド・ビルドというふうな形で督励をし、その

提案を全部局に求めました。

また、市民の皆さんには行政の動き、これをよ

く理解していただくために「なかみの見えるむつ

市の予算」とか 「ムチュランとムチュリーが教、

えるわかりやすいむつ市の決算書」というふうな

ことで、予算、決算について、市民の皆さんの知

識を、情報を共有していただくような形で全戸配

布をして行財政、これが見える化ということに努

め、そして取り組みを始めたというところでござ

います。

今後も職員一人一人が自ら担っている事務事業

に対する責任、これを自覚するとともに、組織と

してもさらに見通し改善という部分、これを強化

して、より高い満足度を高めるというふうな形で

市民サービス提供に努めていきたいと。当然創意

工夫というふうなことが求められるわけでござい

ますので、漫然とこれまでの予算がこう来たのだ

からいいのかというふうなこと、自ら問いかけて

創意工夫、これをするように努めてもらうべく命

じましたし、無駄のない行財政運営、これをしっ

かりと務めるということで、私ども平成24年度予

算を編成し、努めてまいりたいと、このように思

います。

この基本構想、基本計画、実施計画、ほかの各

事業計画との整合性、どこをどういうふうに打開

しようと考えているのかということでございます

けれども、将来のまちづくり、これを総合的、計

画的に推進するためには、市の最上位計画であり

ます長期総合計画、そしてまた事業実施計画、各

種計画、これを策定はしておりますが、非常に自

主財源が乏しいむつ市でございます。結果ことし

の大雪で、非常に厳しい状況にまた追い込められ

る、こういうふうな状況でありますので、計画の

全体を達成するということはなかなかできない状

況にあるのではないかなと、このように思ってお

ります。

その中でも予算編成の中で大きな３つ、これを

私は念頭に置いて予算を編成するようにと指示を

出しました。基本方針としましては 「ネクスト、

50へのさらなる基盤づくりと飛躍 、そして「市」

民協働・参画の社会づくり 、そして「持続可能」

な財政運営 。ここで１つ、一番最後に述べたの」

が、つまずきそうでありますけれども、やはりし

っかりとさまざまな基金、そして財政調整基金も
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しっかりと蓄えた中で、こういうふうな災害とも

言える豪雪、こういうふうなものにも備えていく

必要があるというふうなことを今般の豪雪で大い

に学んだというふうなところをお伝えさせていた

だきたいと、このように思います。

そして、市民サービスの向上、これは最優先で

ございます。そこには当然選択と集中という、こ

の理念に基づいて限られた予算の中でできる限り

計画の達成には努めていきたいと、このように思

います。

特にネクスト50、この大きなテーマのもとでは

災害に強いまちづくり、そして産業の振興及び雇

用の確保、創出、そして住みよいまちづくりの推

進、教育、文化等の振興、これが重点分野でござ

います。そして、その中には自主防災組織設立助

、 「 」成事業とか それから むつ市のうまいは日本一

推進プロジェクト事業、これはややもすればとい

うふうなことのご指摘がございましたけれども、

より積極的に全国展開をしていくと、中央に進出

していくという取り組みもしていかなければいけ

ないと。さらに北の防人大湊地区整備事業、この

事業を今年度から開始しておりますけれども、こ

れを見える形にして交流人口をふやしていかなけ

ればいけない。

そしてまたむつ市、しっかりと歴史を大切にす

るまちであると、文化を大切にするまちであると

いう形の中で重要文化財保存活用事業、これらを

市民協働、参画いただきまして、これらの構想を

進めていきたいと。

さらに、斉藤議員からたしか一般質問でご提言

があったと思いましたけれども、市民提案型補助

制度、これも開始いたします。そして、いかに市

民の皆さんがＣＳ、満足度を持っているのか、こ

ういうふうな部分、市民満足度アンケート調査事

業、これらも積極的に進め、ただアンケートをと

、 、って それを統計的につかまえるだけではなくて

それをもっと進めるためにはどういうふうなこと

をしていけばいいのかというふうな研究にも入っ

ていきたいと、このように思っております。

持続可能な財政運営、これについては、内部経

費、これを抑制します。

それから、プライマリーバランス、これに留意

した起債の借り入れ等を実施していきたいと、こ

ういうふうに取り組んでまいりたいと、このよう

に思います。

歳入の増加が期待できない中で厳しい財政運営

でございますけれども、本当に議員各位のご理解

とご協力、そして市民の皆さん方のご理解をいた

だきながら持続可能な財政運営、これが一番でご

ざいます。これに相努める予算編成であるという

ことをご理解をいただきたいと、このように思い

ます。

その余は担当からお答えいたします。

〇議長（山本留義） 税務調整監。

〇財務部税務調整監（赤田比等史） 私からは、お

尋ねの１点目、２点目についてご説明申し上げま

す。

まず１点目、年少扶養控除の廃止や個人住民税

均等割の引き上げ、さらには退職所得に係る個人

住民税の税額控除廃止など、今後の住民負担への

影響をどのように考えているのかということでご

ざいますが、まず年少扶養控除につきましては、

平成22年度子ども手当が創設されたことに伴い、

税制改正において年齢16歳未満の年少扶養親族の

控除の廃止が行われ、所得税については平成23年

１月から、住民税については平成24年度課税分か

ら適用されます。

平成24年度予算においては、約１億3,000万円

の市民税の増収を見込んでおりますが、この扶養

控除廃止の影響を受けることとなる被扶養者は約

7,300人と推計され、年少者のいる世帯において

は子ども手当の支給を受ける一方、税負担の影響
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も受けることになります。

また、本定例会に提案しております税条例の一

部改正において、平成26年度から10年間、個人住

民税の均等割の引き上げ、さらに平成25年１月か

ら退職所得に係る個人住民税の税額控除が廃止さ

れるなど、今後住民の税負担がふえていく状況に

あります。

これらを踏まえ、去る２月22日に稼働しました

税システムの再構築に当たり、納税環境の拡充、

。 、利便性の向上などの改善を図っております また

県内他市の状況を見ますと、市民税、固定資産税

とも４期割りとなっておりますが、当市はこれま

でのとおり８期とし、１期当たりの納付額を平準

化することで住民への負担軽減に配慮した対応と

、 。しておりますので ご理解を賜りたいと存じます

ご質問の２点目、市税等の徴収率の向上とは具

体的にどのような手法で目標値を幾らに設定した

のかについてお答えいたします。徴収事務を進め

、 、るに当たり 年度当初には決算の実績等を加味し

目標徴収率を設定しております。平成18年度から

平成22年度までの徴収率の推移を見ますと、市税

で3.8ポイント上昇しております。徴収率を向上

させるためには滞納整理を強化することは欠かせ

ませんが、それにも増して納税者の納付環境を整

えることが最も重要と考えております。

平成24年度においても、さらに上の徴収率を確

保するため、口座振替キャンペーンを実施すると

ともに、コンビニでの納付できる体制を整えたい

と考えております。

また、本年２月20日より再発行等の納税通知書

で郵便局で納付ができるようにもなっておりま

す。

あわせて、ここ数年続けております日中来庁で

きない方々のための夜間休日窓口を継続し、相談

事務に重点を置き、計画的な納付に結びつけてい

くようきめ細かな対応に心がけたいと考えており

ます。

また、滞納管理システムを導入し、納税管理を

始めたことも徴収率向上の一因と考えておりま

す。

市税徴収率の目標値でございますが、現年課税

分で98.5％、滞納繰越分で20.0％、合計93.0％に

設定しております。

以上でございます。

〇議長（山本留義） 財務部長。

〇財務部長（下山益雄） 次に、歳入の第16款第２

項第１目第１節の土地売払収入についてお答えい

たします。

、 、これは いわゆる遊休資産の売却となりますが

旧海老川町市営住宅跡地を売却するもので、平成

20年度に公開公募抽せん方式により売り払いに付

した際の、まだ売れていない分４筆のうち２筆の

売却を見込み1,170万円を計上させていただいた

ところでございます。

ほかに海老川町地区では２筆及び旭町地区２筆

につきましては、常時公募方式による売り払いを

公告しており、先着順による売却を行っておりま

す。ただし、先ほどの休憩時間に担当から聞きま

したところ、ここの海老川町地区はすべて本日売

れたということの報告をいただいたところでござ

います。

遊休資産を売却する具体的な手法はということ

でございますけれども、現在財産台帳のシステム

化を進めている途上にありまして、データ化に当

たり市が保有する土地、建物の用途や分類に関し

て改めて確認をし、あわせて今後における活用の

可能性を検討しながら進めているところでもあり

ます。この確認作業につきましては、来年度をめ

どに整理を終えたいと考えておりますが、これら

の整理が完了した後に、引き続き透明性や公平性

を欠くことのないよう適切な情報の提供に努めな

がら、積極的に遊休資産の売却を進め、歳入の確
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保に努めてまいりたいと考えておりますので、ご

理解を賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（伊藤道郎） 一括法に係る職員体

制等についてのご質問にお答えいたします。

平成23年４月28日及び８月26日に地域の自主性

及び自立性を高めるための改革の推進を図るため

の関係法律の整備に関する法律、いわゆる第１次

一括法及び第２次一括法が成立しております。こ

の法律は、法令により地方自治体に一定種類の事

務の義務づけや事務の手続、判断基準の枠づけを

行うこととしている義務づけ、枠づけの見直しと

基礎自治体への権限移譲を行うため、各府省の所

管する法律を一括改正し、事務の義務づけ規定の

廃止や事務の内容の条例委任、事務権限の移譲を

するものでございます。

この義務づけ、枠づけの廃止や権限移譲により

まして、地方自治体の自主性の強化、自由度の拡

大が図られることになり、条例で新たな基準を設

定することによって、より地域の実情に即した対

応ができるようになるものでございます。

議員ご指摘のとおり、この一括法の施行に伴い

まして、今後条例整備の必要性が出てくるもので

ございます。今般提案しております議案第６号

むつ市公民館条例の一部を改正する条例、議案第

７号 むつ市立図書館設置条例の一部を改正する

条例、議案第10号 むつ市営住宅条例の一部を改

正する条例、議案第13号 むつ市水道事業の設置

等に関する条例の一部を改正する条例案は、まさ

しくこれら一括法に基づいて所要の改正を提案さ

せていただいているものでございます。

今後とも県からの指導を仰ぎつつ、現場のニー

ズ、従来の基準の策定根拠、法的位置づけ等につ

いて情報収集、研究を行いつつ対応してまいりた

いと考えております。

毎年実施しております所属長ヒアリングなどに

おきまして、これら一括法による業務量の増大や

専門性の有無等も含みつつ、総合的に各所属にお

ける業務の実態を把握し、適正な人員の配置に努

めてまいりますし、現在非常勤の特別職として任

用しております防災調整監や事務調整官のよう

に、必要に応じて知見を備えた退職職員の嘱託雇

用についても適時的確に対応してまいりたいと考

えておりますので、ご理解賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） これで斉藤孝昭議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第27号の質疑を終わります。

次は、議案第28号 平成24年度むつ市国民健康

保険特別会計予算について質疑に入ります。

質疑の通告がありますので発言を許可します。

12番斉藤孝昭議員。

〇12番（斉藤孝昭） 平成24年度むつ市国民健康保

険特別会計予算について質疑いたします。

この国民健康保険特別会計については、前の議

案でもそれぞれの議員から話が出ていましたが、

約５億円の赤字で毎年繰上充用しているというふ

うな状況にあります。約束でいくと、あと４年間

で解消するというふうなことの前提に保険料も値

上げ、２度連続でしましたが、平成24年度になっ

て運営の見通しはどうなのか、あわせて一般会計

からの繰り入れはあるのか、または繰上充用、先

ほど言いました約５億円の状況について、総括的

な質疑をさせていただきます。

〇議長（山本留義） 民生部長。

〇民生部長（奥川清次郎） 運営の見通し等につい

てでございますが、平成22年度に５カ年を目標に

赤字を解消すべく税率改正をさせていただいたと

ころでございますが、初年度で約8,000万円の黒
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字を計上したものの、目標とする約１億1,000万

円を3,000万円ほど下回っており、いまだ約５億

円の累積赤字を抱えている状況にございます。

これは、世帯数、被保険者数が想定した以上に

減少していること、景気の低迷が長引いており、

所得も年々低下していることなどが主な要因とな

っており、この傾向は今後も続くものと見られる

ことから、赤字解消につきましても、中長期的な

スパンで考えていかざるを得ない状況となってお

ります。

今後の見通しにつきましては、国の動向や経済

情勢、また医療費の変動に大きく左右され、不透

明な部分が多々ありますことから、予想しがたい

ところがございますが、決して楽観視できるよう

な状況ではないと考えております。

現在国では国保の財政基盤強化策及び財政運営

の広域化に向けた取り組みをしており、その動向

を注意深く見守ってまいりたいと考えておりま

す。

、 、次に 一般会計からの繰り入れにつきましては

これまで申し上げてきたとおり、赤字補てん的な

繰り入れは総務省からの通達や被保険者以外の方

の理解を得られないなどの問題もありますことか

ら繰り入れできないものと考えております。ただ

し、平成23年度補正予算にも計上してございます

が、新年度予算でも新たに未就学児童等の医療費

の現物給付によって生じる国庫負担金等の減額分

2,612万4,000円の繰り入れを計上させていただい

てございます。今後におきましても、まずは収納

率向上策の強化による財源の確保、後発医薬品使

用促進等の医療費適正化対策に努め、着実に財政

の健全化を図ってまいりたいと思っておりますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） これで斉藤孝昭議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第28号の質疑を終わります。

次は、議案第29号 平成24年度むつ市後期高齢

者医療特別会計予算について質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第29号の質疑を終わります。

次は、議案第30号 平成24年度むつ市介護保険

特別会計予算について質疑に入ります。

質疑の通告がありますので発言を許可します。

12番斉藤孝昭議員。

〇12番（斉藤孝昭） 議案第30号 平成24年度むつ

市介護保険特別会計予算について質疑いたしま

す。

介護保険料については、先ほどの議案第９号で

説明を受けましたので、事前通告しておりました

保険料設定についてのところは多少省略しても構

わないです。

この介護保険の見直しが今回第５期を迎える年

になりますが、だれもが皆さん知っている高齢化

がこれほど急激に進むとは思っていなかった中

で、事業計画をどういうふうに考えて策定したの

かをお知らせ願います。いろんな検討がされたと

、 、思いますが もし紹介できることがありましたら

大枠で構いませんので、説明をお願いしたいと思

います。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（松尾秀一） 斉藤議員のお尋ねに

お答えいたします。

改めて法的な根拠について申し上げますと、介

護保険事業計画につきましては、介護保険法第
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117条の規定により介護保険事業に係る保険給付

の円滑な実施を図るため３年を１期として定める

こととされております。

まず、この事業計画を作成するに当たりまして

は、平成23年３月に高齢者や施設関係者並びに介

護保険サービスに携わるケアマネジャー等約

5,000人に対しアンケート調査を実施し、市民の

意向にも耳を傾けております。この結果を踏まえ

たうえで市の関係部署で組織する検討委員会、さ

らには保健、医療、福祉関係者等の有識者20名で

構成されます策定委員会において、都合３回ずつ

審議、検討を重ねてまいりました。

審議の内容につきましては、やはり直接65歳以

上の方から負担していただきます介護保険料の議

論に終始いたしまして、サービスの内容等につい

てはさほど議論には至りませんでした。

また、第５期計画策定に当たり第４期計画と異

なる点について申し上げますと、先ほどの介護保

険条例の部分でもご説明しましたので、重複する

ところもありますけれども、まずは介護報酬改定

率が異なっており、第４期においては3.0％だっ

た改定率が第５期においては1.2％と抑制されて

おります。

次に、第１号被保険者の負担割合が20％から

21％へと引き上げられ、この１％分の増は介護保

険料に換算して、月額280円増の影響となってお

ります。この背景につきましては、高齢者を支え

る側の40歳から64歳までのいわゆる第２号被保険

者の負担を軽減し、逆に直接介護サービスの提供

を受ける第１号被保険者に相応の負担をしていた

だくといういわば少子高齢化を想定した社会保障

費の将来像が根底にあります。

一方では、入所待機者の解消のために90床の施

設整備を図っており、平成24年度から今後７年間

は毎年1,000人余りの団塊世代が高齢者に移行す

ることから、こうした近い将来を見据えた基盤整

備をも意図しております。

いずれにいたしましても、今回の平成24年度介

護保険特別会計予算案のご提案に当たりまして

は、平成24年度から平成26年度までの第５期計画

期間中の保険給付見込額、65歳以上の方の負担割

合の増、施設待機者解消のための基盤整備、将来

の人口推計、所得段階の設定、保険料上昇を抑制

するための基金の取り崩しなど、多様な視点から

種々の検討をしたうえで第５期の初年度に当たり

ます平成24年度予算案を計上いたしましたので、

ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） これで斉藤孝昭議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第30号の質疑を終わります。

次は、議案第31号 平成24年度むつ市下水道事

業特別会計予算について質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第31号の質疑を終わります。

次は、議案第32号 平成24年度むつ市公共用地

取得事業特別会計予算について質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第32号の質疑を終わります。

次は、議案第33号 平成24年度むつ市魚市場事

業特別会計予算について質疑に入ります。
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質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第33号の質疑を終わります。

次は、議案第34号 平成24年度むつ市水道事業

会計予算について質疑に入ります。

質疑の通告がありますので発言を許可します。

12番斉藤孝昭議員。

〇12番（斉藤孝昭） 平成24年度むつ市水道事業会

計予算について質疑をさせていただきます。これ

もまた総括的な質疑になりますので、大枠で答弁

をお願いしたいと思います。

まずは、営業収支、需要予測、設備の更新さま

ざまあると思いますが、こういう予測をどういう

ふうに予算編成に生かしたのか。さらに、国の制

度の見直しをどのように把握しているのかお聞き

したいと思います。

〇議長（山本留義） 公営企業管理者。

〇公営企業管理者（遠藤雪夫） 平成24年度予算編

、 、成に関するお尋ねですが 予算編成に当たっては

むつ市の予算編成方針を基本とし、経費の削減を

図りながら公営企業として適正かつ効率的な企業

運営が図れるよう方針を定めており、地区ごとの

収支状況を把握するため、むつ、川内、大畑、脇

野沢地区の予算を作成した後、合算したものを水

道事業予算としております。

まず、水道事業運営の基本となる料金収入を算

出するための有収水量などの需要予測について

は、各地区ごとに人口及び使用水量の実績をもと

に積算しておりますが、近年の少子高齢化やライ

フスタイルの変化、節水機器の普及などにより水

道の使用料も減少傾向となっております。

次に、営業収支については、収入、支出とも積

み上げ方式とし、収入は国庫補助金などについて

情報収集しながら財源確保するとともに、支出で

は事務の効率化や費用対効果を検討し、経費の削

減、合理化を図りながら積算しております。

次に、設備の更新についてでありますが、水道

事業の持続的運営のためには、施設の適切な維持

管理が必要不可欠であり、平成20年度に作成しま

した水道ビジョンを基本計画として水道施設及び

管路の整備、更新のため継続事業として上水道整

備事業及び簡易水道統合整備事業を実施してお

り、総額約79億円を予定しております。

さらに、東日本大震災を受け、災害対策として

非常用発電機の未設置箇所の整備を順次進め、そ

の他の老朽施設などについても改良及び修繕など

を計画的に行うこととしております。

次に、国の制度見直しについては、昭和41年以

来となる地方公営企業会計制度の見直しが行われ

ており、平成23年度では資本制度が見直しされ、

平成24年４月１日施行となることから、関連する

条例整備について本会議でご審議をいただいたと

ころでございます。

さらに、平成26年度には地方公営企業の会計基

準についても経営状況など、より的確に把握でき

るよう、民間企業会計に準拠した制度に改正され

るとのことであります。

今後の改正に当たっては、日本水道協会や青森

県から随時情報提供がありますので、これらの情

報をもとに関係省庁のホームページや各種研修会

、 。などへ参加し より情報収集を図ってまいります

以上でございます。

〇議長（山本留義） これで斉藤孝昭議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第34号の質疑を終わります。
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以上で平成24年度むつ市各会計予算に対する質

疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第27号から議案第34号までの平成24年度

むつ市各会計予算については、議員全員で構成す

る予算審査特別委員会を設置し、これに付託のう

え審査することにしたいと思います。これにご異

議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第27号から議案第34号までの平成24年度

むつ市各会計予算については、議員全員で構成す

る予算審査特別委員会を設置し、これに付託のう

え審査することに決定いたしました。

お諮りいたします。ただいま設置されました予

算審査特別委員会委員の選任については、委員会

条例第８条第１項の規定により、お手元に配布し

てあります予算審査特別委員会委員名簿のとおり

指名したいと思います。これにご異議ありません

か。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、お手元に配布してあります予算審査特別委員

会委員名簿のとおり選任することに決定いたしま

した。

ここで予算審査特別委員会正副委員長互選のた

め、暫時休憩いたします。

午後 ４時０１分 休憩

午後 ４時１２分 再開

〇議長（山本留義） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

ただいま開かれました予算審査特別委員会にお

いて、委員長に富岡修議員、副委員長に上路德昭

議員が選任されましたので、ご報告いたします。

◇報告第１号

〇議長（山本留義） 次は、日程第35 報告第１号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、平成23年度むつ市一般会計補正予算に

ついて報告及び承認を求めるものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第１号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます報告第１号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第１号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本報告は承認することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第１号は承認することに決定いたしまし

た。

◇報告第２号

〇議長（山本留義） 次は、日程第36 報告第２号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、平成23年度むつ市一般会計補正予算に

ついて報告及び承認を求めるものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。
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ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第２号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます報告第２号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第２号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本報告は承認することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第２号は承認することに決定いたしまし

た。

◇報告第３号

〇議長（山本留義） 次は、日程第37 報告第３号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、平成23年度むつ市一般会計補正予算に

ついて報告及び承認を求めるものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第３号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます報告第３号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第３号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本報告は承認することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第３号は承認することに決定いたしまし

た。

◎日程第38 請願上程、委員会付託

〇議長（山本留義） 次は、日程第38 請願第１号

公的年金の改悪に反対する意見書提出を求める請

願を議題といたします。

ただいま議題となっております請願第１号につ

いては、お手元に配布の請願文書表のとおり、所

管の民生福祉常任委員会に付託いたしますので、

ご了承願います。

◎散会の宣告

〇議長（山本留義） 以上で、本日の日程は全部終

わりました。

お諮りいたします。明３月６日は常任委員会及

び予算審査特別委員会のため、また３月７日及び

８日は予算審査特別委員会のため休会したいと思

います。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、明３月６日は常任委員会及び予算審査特別委

員会のため、また３月７日及び８日は予算審査特

別委員会のため休会することに決定いたしまし

た。
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なお、３月９日は一般質問、議案質疑、委員会

付託を行います。

本日はこれで散会いたします。

午後 ４時１８分 散会


	議事日程
	出席議員
	説明のため出席した者
	開議の宣告
	諸般の報告
	議案上程、提案理由説明
	議案質疑、委員会付託、一部採決
	議案第2号
	質疑：斉藤孝昭議員
	質疑：目時睦男議員
	質疑：大瀧次男議員

	議案第3号
	質疑：斉藤孝昭議員
	質疑：中村正志議員
	質疑：佐賀英生議員
	質疑：目時睦男議員

	議案第4号
	議案第5号
	議案第6号
	質疑：佐々木隆徳議員

	議案第7号
	議案第8号
	質疑：斉藤孝昭議員
	質疑：目時睦男議員
	質疑：濵田栄子議員

	議案第9号
	質疑：中村正志議員
	質疑：工藤孝夫議員
	質疑：目時睦男議員
	質疑：横垣成年議員

	議案第10号
	質疑：中村正志議員
	質疑：横垣成年議員

	議案第11号
	議案第12号
	議案第13号
	議案第14号
	質疑：中村正志議員
	質疑：佐賀英生議員
	質疑：白井二郎議員
	質疑：濵田栄子議員

	議案第15号
	議案第16号
	質疑：横垣成年議員
	質疑：濵田栄子議員

	議案第17号
	議案第18号
	議案第19号
	議案第20号
	議案第21号
	議案第22号
	質疑：斉藤孝昭議員
	質疑：中村正志議員
	質疑：目時睦男議員
	質疑：横垣成年議員
	質疑：浅利竹二郎議員
	質疑：川下八十美議員


	会議時間の延長
	議案質疑、委員会付託、一部採決
	議案第23号
	質疑：横垣成年議員

	議案第24号
	質疑：濵田栄子議員

	議案第25号
	議案第26号
	議案第27号～議案第34号
	議案第27号
	質疑：斉藤孝昭議員

	議案第28号
	質疑：斉藤孝昭議員

	議案第29号
	議案第30号
	質疑：斉藤孝昭議員

	議案第31号
	議案第32号
	議案第33号
	議案第34号
	質疑：斉藤孝昭議員


	報告第1号
	報告第2号
	報告第3号

	請願上程、委員会付託
	散会の宣告

